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創立１４０周年に寄せて
佐渡市立八幡小学校創立１４０周年記念事業実行委員長

ＰＴＡ会長 本間 俊

佐渡市八幡小学校は、創立以来 １４０周年を迎えました。この間、平成 16 年に佐渡は合併し、

佐渡市となりました。合併直後、市では学校環境整備検討委員会を立ち上げ、学校の統廃合につい

て検討しました。統廃合計画の最終年度に八幡小学校も統合の話がありましたが存続することとな

りました。 

八幡地区の特色は自治会、分館連絡協議会、銀杏の会、青年会、育成会等の組織が機能している

ことです。その活動は地区や学校の活性化に大きく貢献してきました。春のチューリップ大作戦、

登校指導、登山ボランティア、学区の見守り、運動会、芋掘り、学習発表会、もちつき大会等すべ

ての行事に学区民や保護者からご協力いただいております。 

また、先日はこれまでに経験したことのない大雪に見舞われましたが、登校路確保のため地区の

方が自発的に、除雪してくださいました。児童にとって恵まれた教育環境の中で学校生活を送れる

ことは大変幸せだと思います。保護者にとっては、誇りでもあります。 

さて、創立１４０周年事業にあたり、実行委員会が取り組んだものは、記念式典、記念祝賀会、

地域学習資料集の発刊であります。どの事業も多くの皆様からご協力いただき、初期の目的を達成

することができました。特に「わたしたちの八幡」刊行に当たっては、多くの方々からご寄付をい

ただきました。本当にありがとうございました。 

最後に、八幡小学校のますますの発展を願い、皆様の変わらぬお力添えをお願い申し上げ、創立

１４０周年記念事業の御礼とさせていただきます。 

   

地域学習資料集「わたしたちの八幡」刊行に寄せて
佐渡市立八幡小学校  

校長  山崎 勝之

創立１４０周年の記念事業の一つとして、資料集「わたしたちの八幡」の改訂を企画しました。

この度、多くの皆様のご協力を得て、刊行に至ったことを本当にうれしく思います。 

初版「私たちの八幡」は、充実した郷土学習を進めるために、昭和４５年３月に刊行されました。

八幡の地理、歴史、産業、文化の学習に活用されました。平成７年、県事業「いきいきスクール･

プロジェクト」の予算で、「わたしたちの八幡」を改訂しました。平成１５年にも、「わたしたちの

八幡」の改訂を目指しましたが、実現しませんでした。今回の改訂に向けて、創立１４０周年記念

事業実行委員会にご相談したところ、広く寄付を募り、併せて、地域の名士の皆様のお宅を訪問し

て寄付金を集め、刊行・配布の資金にすることになりました。寄付金を集める際には、私も同行さ

せていただきましたが、地域の皆様の八幡地区に対する愛情、子どもたちにかける願いを強く感じ

ました。心より御礼申し上げます。 

今回の改訂では、資料集ではなく、教材集にすることを目指しました。教員のための資料として

だけでなく、子どもたち自身が読み、学ぶことができる教材集にしようとしたのです。学校と地区

の歴史、産業、文化に加えて、地域を支える諸団体についての学習に使用することを想定していま

す。子どもたちが、地域の諸団体の活動について理解を深めることは、佐渡・八幡を愛し、貢献し

ようとする心の育成につながると考えたからです。 

改訂版「わたしたちの八幡」の巻頭言に「近い将来、さらに新たな改訂版が作成されることを願

っています」と書かれています。創立１５０周年事業として「新たな改訂版」が作成されることを

願っております。 
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明治11年３月１６日　八幡尋常小学校創立。初代校長、本間三千矛。
24年　2代校長、阿部美代松着任。  　　　　　　　　　　　　　　　　　 
34年　3代校長、仲村億着任。
37年　4代校長、高野運平着任。
40年　5代校長、中川三吉着任。
43年　高等科(現在の中学2年まで)を併置し、
　　　　八幡尋常高等小学校（小１～中２）となる。  
44年　校舎改築に着工する。  
大正元年　中央校舎が落成する。
6年　第1回陸上運動会開催。  
8年　6代校長、金玉英吉着任。

12年　7代校長、田中佳策着任。
13年　八幡農業補習学校創立。青年会
　　　　との連合運動会開催。
14年　8代校長、小田広吉着任。
昭和元年　9代校長、土屋宋一着任。
2年　校旗樹立式を挙行する。  
4年　10代校長、藤井広吉着任。
7年　11代校長、長林蔵着任。グラウン

　　　　ド開きを行う。校歌制定の許可を
　　　　申請　する。
9年　12代校長、小林逸郎着任。

10年　学校給食が実施される。  
12年　13代校長、牧野亥着任。
15年　14代校長、鶴間二一着任。
　　　　八幡村立青年学校に改称。
17年　15代校長、菊池子三郎着任。本間市太郎氏がピアノ１台を寄贈。
20年　16代校長、宮田市郎着任。
22年　17代校長、菊地稔着任。八幡小学校に改称。八幡中学校開校。
23年　徽章選定委員会が帽章･バッチを制定し、配付。  
24年　18代校長、石塚省吾着任。子供郵便局開設。小中合同運動会。
26年　村岡美術賞を創設。  
27年　八幡中学校が独立校舎へ移転。
29年　町村合併より佐和田町立八幡小学校となる。  
30年　校庭舗装道路完成。
31年　19代校長、小野稔着任。
32年　完全給食開始。  
33年　国旗掲揚塔完成。
34年　笠井書道賞を創設。校内相撲大会開始。
35年　給食室落成。
36年　時報チャイム取り付け。
37年　鼓笛隊の誕生。
38年　温室完成。善行石設置。科学(石井)賞を創
　　　　設。交通安全宣言校となる。
39年　新潟地震でグラウンドに避難。職員付き添
　　　　い下校。本校舎が３度傾き、補強工事。
40年　20代校長、真藤利伸着任。グラウンド完成記念小・分館合同大運動会。ステージ落成式。
41年　佐和田派出所による自転車安全教室実施。
42年　席書会で書道賞を決定。９０周年記念式典実施。校門､ステージ幕等寄付。
43年　21代校長、斉藤与一郎着任。海岸清掃。百字会(漢字テスト)実施。校内写生大会。
44年　大運動会(5/25)実施。公民館分館運動会(6/1)に児童参加。全校算数計算テスト開始。
45年　22代校長、高野吉左エ門着任。学区合同大運動会開始。自転車運転免許テスト実施。
46年　全校映写会。校内感想作文コンクール。一斉習字。
47年　郷音楽発表会、郡市音楽発表会、校内小音楽会。
48年　23代校長、田辺茂着任。八幡地区大運動会実施。
49年　八幡地域子ども会育成会発足。信号機設置。
50年　24代校長、大和哲夫着任。6年男子つつじヶ原キャンプ、
　　　　スポーツ大会、キャンプファイヤー､夜相撲大会開始。

中川校長
明治４０年～

金玉校長
大正８年～

田中校長
大正８年～

小田校長
大正１４年～

大正１２年の主な学校行事

４月４日・入学式 ４月５日・始業式 ４月６日・新任式

４月２５日・第２期種痘 ５月１日・春季修学旅行

５月２１日・産業期休業(９月末にも１週間の休み)

６月６日・第７回陸上運動会 ７月１７日・海水浴

８月１～３１日・暑中休暇 １０月２５日・秋季修学旅行

１２月３日・新入兵、除隊兵送迎式

１２月６日・音楽演奏会 １月２５日・雪中運動会

２月１１日・第１３回同窓会総会

２月１７日・学芸、展覧会 ３月２６日・卒業式

土屋校長
大正１５年～

藤井校長
昭和４年～

長校長
昭和７年～

小林校長
昭和９年～

牧野校長
昭和１２年～

菊池校長
昭和１７年～

鶴間校長
昭和１５年～

石塚校長
昭和２４年～

菊地校長
昭和２２年～

宮田校長
昭和２０年～

小野校長
昭和３１年～

真藤校長
昭和４０年～

斉藤校長
昭和４３年～

高野校長
昭和４５年～

田辺校長
昭和４８年～

大和校長
昭和５０年～
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51年　６年生素浜キャンプ開始。佐和田町少年野球大会で八幡ポッカーズ２年連続優勝。
52年　１００周年記念式典。鼓笛隊パレード。カプセル格納。鼓笛引継式。
53年　25代校長、原昌着任。ＰＴＡ主催第１回餅つき大会
54年　群馬交響楽団演奏会。あいさつ運動宣言記念大運動会実施。
55年　ＰＴＡ親子魚つり大会。
56年　校舎お別れ会(12/13)。八幡地区民新校舎参観日(1/31)。
57年　鉄筋３階建ての校舎新築。新体育館完成落成式を挙行。  
58年　26代校長、石井武着任。なわとび大会開始。村山賞､準村山賞
　　　　各１名、準牧田賞２名。ジュニア展特賞１名、優秀賞２名。
59年　プール完成祝賀会。｢わたしの住む町｣絵画展県知事賞１名。
　　　　ジュニア展優秀賞１名。準牧田賞１名。
60年　　｢わたしの住む町｣絵画展最優秀賞１名。ジュニア展特賞１名、
　　　　優秀賞３名、県書初大会準大賞１名。
61年　27代校長、竹本忠郎着任。文弥人形鑑賞会。マラソン大会。
　　　　ジュニア展優秀賞１名、準村山賞２名、準牧田賞１名。
62年　１１０周年記念式典実施。手紙作文コンクール信越郵政局長賞１名。
63年　５年６年遠足｢緑の学校｣。幼小保合同研修会。
平成元年　28代校長、小野栄着任。県リコーダーコンテスト銀賞。朗読発表会。
2年　県｢豊かな心を育てる事業」で栽培、焼き芋大会。｢八幡の白ガラス｣上演。
3年　29代校長、小泉豊信着任。給食文部大臣表彰。佐渡地区学習指導研究会。
4年　30代校長、飯塚邦明着任。佐和田まつりに子供神輿が参加。　
5年　県｢いきいきスクール事業｣でもち米栽培。バザーでサツマイモ販売。 
6年　チューリップ染め(～２３年)。八幡人形体験。リコーダー県器楽合奏大会ＢＳＮ賞。
7年　31代校長、銅郁夫着任。｢わたしたちの八幡」作成。器楽合奏県教育委員会賞。
8年　リコーダー県器楽合奏大会新潟日報賞。獅子ヶ城祭鼓笛隊参加。
9年　５年爪の沢自然教室開始。１～５年も素浜に参加。バザーで喫茶。

10年　32代校長、池田雄彦着任。テレビ会議授業。ステージ幕新設。５年
　　　　潮津の里キャンプ。４年マイ・タウン・マップ・コンクール農林水産大
　　　　臣賞。
11年　グラウンド竣工記念大運動会で全校組体操。新大生と文弥人形の
　　　　製作、即興上演。６年修学旅行で浦佐スキー場雪国体験学習開始。
12年　体験学習田での田植え・稲刈り(最終)。佐和田町芸能祭参加。
13年　33代校長、伊藤喜一着任。学習指導（視聴覚）研究会開催。校舎側
　　　　溝整備要望。「栄子文庫」齋川裕氏､「書道賞」笠井長晴氏に感謝状。
14年　６年会津若松市修学旅行。チューリップ花絵作り(～２１年)。アルミ
　　　　缶回収。海岸清掃。
15年　４年５年自然体験教室(隔年実施)。チューリップ大作戦、芋煮会開始。
　　　　ＰＴＡ合唱プロジェクト。佐渡市立八幡小学校になる。
16年　34代校長、本間秀雄着任。縦割遊び。サマースクール。全校登山(大平･金北)。
17年　東小千谷小６年との交流会。クロマツ５００本植樹、チューリッププランター
　　　　２０００鉢植付後に八幡イモの芋煮会。全校登山(ドンデン山)
18年　八幡いも（山梨産、佐渡産）比較栽培。早稲田大学留学生交流会。
19年　創立１３０周年タイムカプセル開扉。タイム木箱を設置。佐渡の盆パレードに鼓
　　　　笛隊参加（最終）。
20年　35代校長、北見仁着任。ソプラノコンサート。３～６年やはたの里訪問(最終)
21年　コカリナコンサート。 かわせみ座公演。ＱＵテスト年２回開始。５年単独潮津の里
　　　　自然教室。国体野球観戦。みどりの森づくり事業。４年八幡いも掘り。登山中止。
22年　36代校長、新発田靖着任。学校保健委員会(学校医､歯科医､薬剤師､保健師）
　　　　創設。学区を走るマラソン大会。「八幡・栄子 文庫」創設。全校登山(ドンデン)。
23年　第３回佐渡環境賞受賞。佐渡の自然を奏でるコンサート。３年５年八幡いも植
　　　　付、八幡いもアイス作り。
24年　37代校長、渡部栄二着任。読み読み(読書旬間)祭り。２･３年複式学級。
25年　人権キャラバン隊が来校。外物置を新築。佐州國の舞に参加。ジュニア展特賞
　　　　１名。５年潮津の里自然教室(最終)。３・４年複式学級。
26年　特色ある教育実践校論文優秀賞。５年外海府民泊。市大縄大会参加。３･４年
　　　　５･６年複式。
27年　市小学校複式学習指導研究会開催。学警連表彰｢海岸清掃｣。「金の道」調査
　　　　パネルを佐渡博物館に展示。全校登山（金北山は最終）。３･４年５･６年複式。
28年　38代校長、山崎勝之着任。チューリップ大作戦を授業日とし、保護者も参加。
　　　　八幡キャリア教育フォーラム開催。「みんなの学校」上映会。佐渡に学ぶ芸能・
　　　　学習発表会に参加。幹線６号等排水路改修･Ｒ３５０信号機設置要望書。５年
　　　　６年複式。
29年　春の草花を観賞する全校登山。学校田で朱鷺と暮らす郷づくり認証米学習。
　　　　創立１４０周年記念式典､タイムカプセル､祝賀会。改訂版「わたしたちの八幡」作成。

原校長
昭和５３年～

石井校長
昭和５８年～

小野校長
平成元年～

竹本校長
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校歌の歴史と作詞・作曲者

しょうわ    こうか さく し さっきょく 

昭和７年に校歌の作詞、作曲をしてもらいました。 
こう か     せいしき みと            しょうわ 

校歌として正式に認めてもらうために、昭和８年３月 
にいがたけん しんせい       しょうわ 

２２日に新潟県に申請をしました。昭和８年８月２１ 
こう か せいてい にん か   で 

日、校歌制定の認可が出ました。 

しょくいんげんかん せっち   こうしょう

職員玄関に設置された校章 

しょうわ            きしょうせんていかい      しんきしょう ず　あん こう ぼ 

昭和２３年７月３１日、徽章選定会をつくり、新徽章の図案を公募しました。
てん あつ         とうせん     ご とうしんいち    ず あん     い か 

３０点が集まりました。当選したのは、後藤信一さんの図案でした。以下のよう
い み               ず あん  ぼうしょう       つく じ どう くば 

な意味がこめられています。この図案で帽章とバッチを作り､児童に配りました。
　ぜんたい りんかく ろっかっけい     　 ゆき じゅんせいけっぱく   あらわ 

① 全体の輪郭は六角形にして、雪（純正潔白）を表している。 
ず あん はと かたち     へい わ  あいじょう しめ 

② 図案は鳩の形にして、平和と愛情を示している。 
ぼん       がくもん しん り せいじつ あらわ 

③ ３本のペンは、学問、真理、誠実を表している。 
ちょくせつ かたち や はた かしらも じ  わい       ちゅうおう しょうがっこう しょう

④ 直接の形は八幡の頭文字「Ｙ」であり、中央に小学校の「小」をいれている。

八幡小学校ができたころ

きゅうこうしゃ まえにわ

旧校舎の前庭 

にしこうしゃ     まえ ちゅうおうこうしゃ

西校舎ができる前の中央校舎 

けんせつちゅう ちゅうおうこうしゃ めい じ     

建設中の中央校舎(明治４５年) 

作曲者 林  松木（はやし まつき） 
はやしまつ き     ぐん ま けんしゅっしん とうきょうおんがくがっこうほん か こうしゅ し

林松木さんは群馬県出身で､東京音楽学校本科､甲種師 
はん か ちゅうたい ぶん けん  おんがくかきょういんめんきょじょう  しゅとく 

範科を中退し､文検で音楽科教員免許状を取得しました。
おんがく せんもん    きょういん       じ だい  に ほん もっと はや 

音楽を専門とする教員がいなかった時代、日本で最も早 
おんがくかきょういん      ひとり    しょうわ しょき  にいがたしんはんがっ

く音楽科教員になった一人です。昭和初期に新潟師範学 
こう おんがく し どう あ            けんない かくち こう か  た 

校で音楽指導に当たっていました。県内各地の校歌を多 
すうさっきょく           し ゆうめい  せんせい

数作曲したことでも知られている有名な先生です。

作詞者 本間 茂世（ほんま もちよ） 
さ ど めいかん                       ほん ま もち

「佐渡名艦」（高屋次郎 昭和 13年刊）によると、本間茂
よ      や はた  う   とうきょうこくがくいんだいがく そつぎょう   けん 

世さんは、八幡の生まれで東京國學院大学を卒業し、県 
がい ちゅうがっこう   せんせい      かた     しょうわ    さ ど ちゅう 

外の中学校でも先生をされた方です。昭和６年に佐渡中 
がっこう  たいしょく あと   はちまんぐう しんしょく 

学校を退職した後は、八幡宮の神職をされました。 

校章の歴史と意味

や はたしょうがっこう  めい じ            そうりつ 

八幡小学校は、明治１１年３月１６日に創立しました。
や はたむら ほうきょうじ  へ や か   べんきょう 

八幡村の宝鏡寺の部屋を借りて勉強していたそうです。し 
ほうきょうじ か じ         めい じ           ほん ま み 

かし、宝鏡寺が火事になり、明治１１年９月からは本間三
ち ほ こうちょう ほん ま はま よ せんせい     いえ べんきょう 

千矛校長と本間浜世先生の２つの家で勉強したそうです。
めい じ           こ たかちゅうはち    いえ うつ   めい じ

明治１２年３月には、小鷹忠八さんの家へ移り、明治 
ご とう こ ざ え もん   いえ うつ

１４年３月には後藤小左衛門さんの家に移りました。 
めい じ       はちまんぐうけいだい       こうしゃ しんちく

明治１５年８月、八幡宮境内にようやく校舎を新築する 
めい じ         はちまんぐう ひがしがわ しゅうらく

ことができました。明治２５年には、八幡宮の東側(集落
    しょくぎょうくんれんこう い ち うつ      めい じ

センターと職業訓練校の位置)に移りました。明治４０年 
こうとう か ちゅう          　　　　　きょうしつ た

には、高等科(中１～２年)ができると教室が足りなくな
めい じ     たいしょうがん　　　　　　　　　　 きゅうこうしゃ

りました。そこで、明治４５年(大正元年)７月に、旧校舎
　　　　　い ち ちゅうおうこうしゃ しん ちく

の位置に中央校舎を新築しました。 
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八幡中学校ができたころ

しょうわ      こうしゃず

昭和２５年の校舎図 

理科室 

公民館 

図書館 

衛生室 

物置 

農具舎 

子供 
郵便局 音楽室 

こどもゆうびんきょく

子供郵便局 

めい じ     い らい や はた ぶん か ちゅうしん 

明治４５年以来､八幡の文化の中心、
          なが れき し でんとう ささ 

シンボルとして、長い歴史と伝統に支 
げんこうしゃ   こ とし  さいご 

えられた現校舎も、今年を最後にその 
やくわり  と   としあ      じょうじゅん い てん 

役割を閉じ、年明けの１月上旬に移転 
しきじょう   しき 

することになりました。式場では、式 
し だい しんこう      むかし なつ    おも 

次第の進行につれて昔を懐かしみ、想 
で  ことば      まえ   いま いた

い出の言葉、７０年前から今に至るま 
とう じ   や はたしょうがっこう しの   ぜんこう じ 

での当時の八幡小学校を偲び、全校児 
どう     わか         かいじょう 

童による｢お別れのことば｣に、会場は 
しず   こころ げんこうしゃ     わか  お 

静まり、心から現校舎とのお別れを惜 

しんでいました。 
まち             いんよう 

※「町だより さわた」より引用 
わか       しょくいん     が っ く みん 

お別れパーティー職員１４名、学区民 
さん か じっこう い いんちょう むらおかよう じ さま 

208名参加。実行委員長は村岡鷹次様。

昭和56年12月13日

　  校舎お別れ会

しんこうしゃ つくえ い　す   はこ    

新校舎に机と椅子を運んだ 

かんせい  しんこうしゃ 

完成した新校舎 

かいたいちゅう きゅうちゅうがっこう たてもの

解体中の旧中学校の建物 

や はたちゅうこうしゃしんちくまえ みなみがわ 

八幡中校舎新築前の南側 

えいせいしつ 

衛生室 

おんがくしつ 

音楽室 

うんどうじょう

体育館 

しょうわ      しょうちゅうこうしゃこうちず

昭和２９年の小中校舎校地図 

中学校校舎新築後の校地図

中１年 

中２年 
Ｎ組 

中２年 
Ｓ組 

中３年 
Ｎ組 

中３年 
Ｓ組 

小２年 
４４名 

小６年 
４１名 

小５年 
５５名 小４年 

４０名 
小３年 
４６名 

小１年 
４４名 

小学校
教務室 

中学校
教務室 

当直室 

共用 
音楽室 

小中共用 
運動場 

小中共用 
衛生室 

小中共 
用便所 

中昇降口 

小昇降口 
運動場と西側の校舎は、
昭和１３年１月に新築 

しょうわ      しんきょういくせいど     や 

昭和２２年、新教育制度のもと、八 
はたちゅうがっこう かいこう         しょうわ 

幡中学校が開校されました。昭和２７ 
しょうがくせい ちゅうがくせい おな こうしゃ 

年までは小学生と中学生が同じ校舎の 
なか がくしゅう             せま じょう 

中で学習していました。かなり狭い状 
たい   しょうわ    や はたちゅうがっこう しん 

態でした｡昭和２７年、八幡中学校の新
こうしゃ  げんざい こうしゃ い ち 

校舎が現在の校舎の位置にできまし 
しょうわ        とうごう さ わ た ちゅうがっこう 

た｡昭和３２年４月､統合佐和田中学校 
          たてもの つか 

ができると、その建物は使われなくな 
      しょうわ            さ 

りましたが、昭和３３年７月からは佐 
どこうとうしょくぎょうくんれんこう   たてもの つか 

渡高等職業訓練校がその建物を使うこ 

とになりました。 
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そうりつ   しゅうねん   む            い じょうまえ       がっこう かんきょう    とと              しょうわ                そうりつ   しゅう

創立１００周年に向けて、１０年以上前から学校の環境を整えていきました。昭和４３年２月１８日には、創立９０周 
ねんがくげいかい                  こうもん         まく こう はく まく   き   ふ                  かた がた   たい      かんしゃじょう    ぞうてい

年学芸会において、校門やステージ幕、紅白幕などを寄付してくださった方々に対して、感謝状を贈呈しました。
そ う り つ         しゅうねん き ねん じ ぎょうじっこう い いん ちょう     ほん ま かつ　た　ろう   が か     こ う よう か い かいいん           き　ねん じ ぎょう         い か               おこな

創立１００周年記念事業実行委員長は、本間勝太郎（画家・光陽会会員）さんです。記念事業として、以下のことを行
                とく    こ てき  たい    　がっく       せんしん て き   とりくみ

いました。特に、鼓笛隊が学区をパレードすることは、先進的な取組 
           しんぶん    だいだいてき   と あ

であり、新聞に大々的に取り上げられました。

かた めん かた   ほんもの おな ねん　ど つく     じ どう

片面の型で本物と同じ粘土で作りました｡児童
  　て わ    　や はた   ぜん こ   くば  

が手分けし､八幡の全戸に配りました｡ 

     ころ  ふくそう 

　き　ねんぎょう　じ       か     

記念行事について書いた
こ おお             しょうらい

子が多くいました。将来
ゆめ か

の夢も書いていました。

昭和５２年１１月１３日(日)
創立百周年記念事業創立百周年記念事業

そ う り つ １００ しゅう ねん き ね ん    じ  ぎょう

記念事業で作成したもの 
　き　ねん  し  どうそうせい めい ぼ    ひゃくねん　し ねんぴょう

・記念誌「同窓生名簿・百年史年表」
せき ひ

・タイムカプセル石碑「あゆみ」
  き　ねん ひん ちゃ  ふ　きん

・記念品「茶布巾」
じ　どう さく せい ぜん　こ はい　ふ    や はた にんぎょう

・児童制作全戸配布「八幡人形」
じ どう きょうどう さく ひん どう ばん う ち だ こう しゃ ぜん けい

・児童共同作品銅板打出し「校舎全景」
き　ねん さくぶんしゅう はっこう

・記念作文集の発行

いし だ がわ　　　　　 や　はた かん       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　さ  ど                                          きょく つく

石田川から八幡館までパレードしました。佐渡おけさのアレンジ曲を作
                                                                 　おど　　　　　     　　　　 せいねんかい　　 こうつうせい　り

り、１、２年生は、はっぴで踊りました。青年会が交通整理をしました。

② 記念鼓笛パレード② 記念鼓笛パレード

③ 記念運動会

① 創立百周年記念式典　11月13日(日)

タイムカプセル 

アトラクション 

せんばいこうしゃ や はた かん

専売公社と八幡館でおけさ 
       こ てきたい

３～６年が鼓笛隊 

き　ねん うんどうかい          がっこう   れ き し   いわ

記念運動会では百年の学校の歴史をお祝い 
しゅもく   ふ                   らい ひん 

する種目を増やしました。たくさんの来賓、
ち　いき   みな さま み

地域の皆様が見にいらっしゃいました。

めい じ たいしょう しょう わ しょ き  しょうわ　　　　　　　 ころ　　 ふくそう 

明治、大正、昭和初期、昭和５２年頃の服装 

そう りつ  しゅうねん き ねんぶんしゅう

創立百周年記念文集 

や はた にんぎょう いろ　ぬ

八幡人形の色塗り

せ    や しょうひゃくねん  も じ

背には八小百年の文字 

そうりつ　き ねんしき てん

創立記念式典 

そうりつ き ねんしきてん

１ 創立記念式典 
 き ねんひん ぞうてい

・記念品贈呈 
かんしゃじょうぞうてい

・感謝状贈呈 
ひら    しきてん

２ ピアノ開き式典 
ほん ま いち た ろう し  あいさつ

・本間市太郎氏挨拶 
えんそう

・ピアノ演奏 
独奏：中村毅(大学生) 
連弾： 4年本間久恵･若林美香子
独奏： 6年若林加代子 

３ アトラクション 
・1､2 年百周年音頭
・3､4 年リズム運動
・5､6 年合奏、合唱
・合唱サークル

しゅくがかい 

４ 祝賀会 

かだい しゅうねんぎょうじ            いわ

課題 周年行事は、どのように祝われたのでしょうか。 
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かい ひ しき し　だい   しんこう いちはしのりかず  わかばやしみえこ 

開扉式次第 進行：市橋範一 若林美恵子

かいしき            ぶちょう ほん ま ひろし 

１ 開式のことば カプセル部長 本間　浩 
あいさつ じっこういいんちょう     かいちょう け ら まさあき

２ 挨拶 実行委員長(ＰＴＡ会長) 計良雅章
ひゃくしゅうねんとうじしょくいんだいひょう さ とうはつぞう 

百周年当時職員代表 佐藤初蔵
  しゅくでんひろう   こうか おうえん かせいしょうばんそう こ てきたい 

３ 祝電披露 ４ 校歌･応援歌斉唱(伴奏：鼓笛隊) 
と  だ     かい ひ   かん い てん じ 

５ カプセル取り出し ６ 開扉 ７ 簡易展示
へいしき            ぶ ふくぶちょう すず き しん じ 

８ 閉式のことば カプセル部副部長 鈴木伸二

しゅくが かい し だい かいじょう や はたかん  しんこう むらおかみちのり 

祝賀会次第 会場:八幡館 進行:村岡通功
かいかい      じぎょうぶちょう ほん ま　と　み　お 

１ 開会のことば 事業部長 本間東三夫 
あいさつ や はたしょうがっこうちょう ほん ま ひで お

２ 挨拶 八幡小学校長 本間秀雄
そつぎょうせいだいひょう   いし い きょうすけ 

卒業生代表 石井京介
  かんぱい  じっこういいんかいふくいいんちょう こ いけ ゆういちろう 

３ 乾杯 実行委員会副委員長 小池雄一郎
おも で  かた  かくがくねんだいひょう 

４ 思い出を語る 各学年代表
へいかい            ぶちょう ほん ま ひろし 

５ 閉会のことば カプセル部長 本間 浩

平成１９年８月１２日(日)
創立130周年記念
タイムカプセル開扉式
創立130周年記念
そ う り つ　　　　　　　　しゅう ねん　 き  ね ん 

開扉式
か い   ひ   し き

そうりつひゃくしゅうねん き　ねん じ ぎょうじっこう い　いん かい めい　ぼ 

創立百周年記念事業実行委員会名簿 
じっこういいんちょう ほんまかつたろう 

・実行委員長 本間勝太郎
ふくいいんちょう や ま とてつお きねんしぶちょう やだちょうきゅうめい 

・副委員長 大和哲夫(記念誌部長)､矢田長久命
ぶちょう  わかばやしさいち しきてんぶちょう 

(カプセル部長)､若林才一(式典部長)
そうむ むらおかようじ ほんますすむ   かいけい い な べ よしたか 

・総務 村岡鷹次､本間将 ・会計 稲辺嘉孝
じむきょく いしかわ はるお すずき きんご 

・事務局 石川春夫､鈴木金五

けいかほうこくしょ   しゅくじ  れい  ことば 

経過報告書・祝辞・お礼の言葉

タイムカプセルに入れていたもの 
どうそうせいめい ぼ ひゃくねんしねんぴょう      き ふ しゃめい ぼ 

・「同窓生名簿・百年史年表」 ・寄付者名簿
しゅ い しょ しきてんあんないじょう しきてんようこう さん か しゃめい ぼ

・趣意書、式典案内状、式典要項、参加者名簿
しきてん                しきてん 

・式典アルバム    ・式典スライド(127枚)
しきてん しき じ  しゅくじ       　 じ どうさくひん や はたにんぎょう  こ 

・式典の式辞、祝辞   ・児童作品八幡人形３個 
どうばん う げん ず　          ぶんしゅう    さつ 

・銅板打ち原図    ・文集｢あゆみ｣２冊
しゃかい か きょうかしょ   ど ばん 

・社会科教科書５２年度版２年～６年
づ  にいがたにっぽう あさ ひ よみうり まいにち　　　　　　　　　しんぶん

・S53.3.16付け新潟日報､朝日､読売､毎日､スポーツ新聞

アルバム・スライド

やはたにんぎょう

八幡人形

おとな こてきたい   ばんそう  こうか せいしょう 

大人鼓笛隊の伴奏で校歌を斉唱

だ  せい　り 

カプセルから出して整理

がくねん    きねんさつえい

学年ごとに記念撮影

さんかしゃ ひゃくしゅうねんとうじ がくねん 

参加者（百周年当時の学年）

き ばこ 

ＰＴＡタイム木箱

６年14名､５年 11名､４年 18名､３年 10名､２年 11名､１年 13名
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昭和 26 稲辺潮子
昭和 27 本間ケイ子
昭和 28 安藤嘉代子
昭和 29 若林厚子
昭和 30 若林宏亮
昭和 31 本間修
昭和 32 梶田俊一
昭和 33 若林鋼二
昭和 34 本田洋一
昭和 35 加藤すみ子
昭和 36 本間郁夫
昭和 37 本間泰則
昭和 38 本間聰美
昭和 39 若林みゆき
昭和 40 北見陽子
昭和 41 本間庸子
昭和 42 本間章弘
昭和 43 本間由美
昭和 44 石井美也子
昭和 45 伊里郁乃
昭和 46 清水泉
昭和 47 本間広巳
昭和 48 若林啓子
昭和 49 梶田洋二
昭和 50 矢田長智
昭和 51 若林美香子
昭和 52 本間弘美
昭和 53 本間健司
昭和 54 近田真由美
昭和 55 関川理英
昭和 56 安達哲雄
昭和 57 若林孝一
昭和 58 安達友紀
昭和 59 馬道 忍 
昭和 60 中川飛香
昭和 61 本田結香
昭和 62 後藤京孝
昭和 63 安達由紀美
平成 1 安達さおり 
平成 2 本間桂子 
平成 3 石井裕子 
平成 4 大久保昌至 
平成 5 渡辺麻里子

年度 低学年 中学年 高学年 

平成６年 石井直樹 金子真輝 安達雅秀 

平成７年 川原みゆき 齋川庄太 中村茉莉 

平成８年 内田美希 齋川昴太 渡辺 稔 

平成９年 本間友弥 遠藤真知子 高野眞友 

平成１０年 風間聡志 後藤佑希 三輪 綾 

平成１１年 本間巧美 臼木 悟 小川美奈未 

平成１２年 大坪翔子 永野寿樹 本間奈央 

平成１３年 大塚菜摘 齊藤麻優香 多田 舞 

平成１４年 鈴木直哉 多田 凌 長谷真宏 

平成１５年

平成１６年 村尾航太 大塚菜摘 本間彩花 

平成１７年

年度 低学年 中学年 高学年 

平成１８年 増金拓也 加藤瑞妃 大塚菜摘 

平成１９年 本間くるみ 大地香澄 今信大介 

平成２０年 若林海斗 大地香澄 

平成２１年 近藤万桜 田中 翔 柴田風七 

平成２２年 高橋 樹 山本遊太 

平成２３年 近藤慎一郎 山本遊太 岩﨑妃香 

平成２４年 近藤可莉枝 鶴間菜穗 川端麻衣 

平成２５年 本間瑞希 伊藤海翔 本間祐伊 

平成２６年 中山愛莉 池田妃那 阿部博斗 

平成２７年 池田汐那 若林那菜 近藤慎一郎 

平成２８年 山本莉瑚 内藤 聖 伊藤海翔 

平成２９年 矢田茉祐 平山那央 本間 結 

しょうわ      や はたしんまち むらおかよう じ    かいがきょういくしんこう 

昭和２６年、八幡新町の村岡鷹次さんが絵画教育振興 
ゆうしゅうさくひんひょうしょうききん       まんえん  げんざい か ち 

のため、優秀作品表彰基金として、１万円（現在の価値
   　 まんえんほど   き ふ                よ きん り 

で３０万円程）を寄付してくださいました。その預金利 
し  しょうひん あ       ほうほう   しょうひん  かわはらだまち 

子を賞品に充てるという方法です。賞品は、河原田町の 
ちゅうきんか いけ だ いつどう し しょうわ ねん ど   にってん とくせんにゅうしょう 

鋳金家、池田逸堂氏（昭和２５年度の日展で特選入選。
さ わ ね ま ち みや た らんどう し もんか  さく ちゅうどう  てん ま ず あん かべかけ 

澤根町の宮田藍堂氏門下。）作の鋳銅「天馬図案壁掛」 
  こう か 

という高価なものだったそうです。 
だい かいむらおかしょう しん さ いん   せきかわとし お し よう が　か 

第１回村岡賞の審査員は、関川敏雄氏（洋画家）、
ほん ま かつ た ろう し   びじゅつかきょういん 　 よう が か   わたなべしげ お し  び 

本間勝太郎氏（美術科教員、洋画家）、渡部茂雄氏（美 
じゅつかきょういん         ご   むらおか   いけ だ いつどう し 

術科教員）でした。その後は、村岡さん、池田逸堂氏も
しん さ いん             だい かいひょうしょう   むらおかしょう めい 

審査員になったようです。第１回表彰は、村岡賞１名、
きんしょう めい ぎんしょう めい     とう じ じ どうすう 

金賞１０名、銀賞３０名でした。当時の児童数は２５０ 
めい           わり     じ どう にゅうしょう 

名ほどですから、２割ほどの児童が入賞していました。
しょうわ      むらおか    もう   で      むらおかしょう    び 

昭和３０年、村岡さんの申し出により「村岡賞」を「美
じゅつしょう あらた      しょうわ   びじゅつしょうだい   かい きねん 

術賞」と改めました｡昭和５５年､美術賞第３０回を記念
  むらおか       びじゅつしょうききん  まんえん   き ふ 

して、村岡さんより美術賞基金１０万円が寄付されまし 
    とし   びじゅつしょうさくひん   こうないてんじ   かん とくしょう 

た。この年から美術賞作品は、校内展示２年間、特賞の
こうないてん じ    かん 

校内展覧は１年間となりました。 
へいせい      びじゅつしょう てい ちゅう こうがくねん   めい 

平成６年からは美術賞が低・中・高学年より１名ずつ 
            えら かた げんざい   けいぞく 

となりました。この選び方が現在まで継続しています。
げんざい  しん さ いん かい が しどうしゃ    い とうひであき し 

現在の審査員は、絵画の指導者である伊藤秀昭氏です。

池田逸堂作の鋳銅 

｢天馬図案壁掛け｣ 
教育三賞 
美術賞・書道賞・科学賞美術賞・書道賞・科学賞

び  じゅつ しょう しょ どう しょう　 か がく しょう

美術賞(村岡賞)の歴史

美術賞が３名になった以降の受賞者

歴代の受賞者

だい かいむらおかしょうさくひん せいぶつ 

第１回村岡賞作品｢静物｣ 

むらおかしょう き ねんさつえい 

村岡賞の記念撮影 

さくひんめい    ちょうり 

作品名｢たばこ調理｣ 

しょうわ     だい  かいびじゅつしょう 

昭和３５年第１０回美術賞 

  き ねん とくせん 

第２０回記念は特選５名 

か だい きょういくさんしょう　　　　　　　　　　　　 ねが

課題 教育三賞には、どんな願いが

　　 こめられているか。

いけ だ いつどうさく　　ちゅうどう

てん　ま　ず あんかべ か
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年  度 学年 氏名 内容 

昭和３８年 ６年 本間泰則 研究発表「自転車によるほこり」

昭和３９年 ６年 若林祥子 植物標本 

昭和４０年 ４年 中村 毅 研究発表「池のあくぬき」 

昭和４１年 ４年 斎藤俊明 研究発表「アマガエルの保護色」

昭和４２年 ６年 遠藤久昭 発明工夫「柄継式すすはらい」 

昭和４３年 ６年 加藤 透 発明工夫「考案 ちり取り」 

昭和４４年 ４年 後藤尚子 研究発表「水温と魚の呼吸や活動」 

昭和４５年 ６年 遠藤秀子・石井京子 研究発表「せんいの研究」 

昭和４６年 ２年 青柳庄一 研究発表「ネムの木の研究」 

昭和４７年 ２年 後藤康志 昆虫標本「スズムシの標本」 

昭和４８年 ６年 石井美也子 植物標本「こけの標本」

昭和４９年 ６年 青柳義子 植物標本「薬用植物標本」 

昭和５０年 ６年 榎多津江 生物標本「貝の標本」 

池田逸堂作の鋳銅角形 
｢天馬図案壁掛け｣ 

年度 学年 氏名 文字 
昭和３４年 6 年 関川光子 児童会委員長 
昭和３５年 6 年 計良直子 児童会委員長 
昭和３６年 6 年 尾上洋子 歴史の町見学 
昭和３７年 6 年 田中曜子 美術館音楽堂 
昭和３８年 6 年 本間敏也 交通信号注意 
昭和３９年 6 年 後藤輝子 歴史の町見学 
昭和４０年 6 年 石塚誠子 未知の世界 
昭和４１年 6 年 浜田一栄 未知の世界 
昭和４２年 6 年 野上愛子 大地に立つ 
昭和４３年 6 年 本間祐子 大志 
昭和４４年 6 年 本間 享 万国交流 
昭和４５年 6 年 鈴木新一 佐渡の秋 
昭和４６年 5 年 鈴木忠 明るい町 
昭和４７年 5 年 本間克彦 日本列島 
昭和４８年 6 年 若林啓子 白い燈台 
昭和４９年 6 年 矢田浩 自然の美 
昭和５０年 4 年 若林加代子 木の実 
昭和５１年 4 年 若林利雄 水玉 
昭和５２年 3 年 本間全 あゆみ 
昭和５３年 5 年 本間久恵 秋の七草 
昭和５４年 4 年 矢田純恵 白い花 
昭和５５年 5 年 酒匂るみ 花さく里 
昭和５６年 4 年 安藤貴代 白い雲 
昭和５７年 4 年 山口弘樹 お祝い 
昭和５８年 3 年 岩崎絹代 ふじ山 
昭和５９年 3 年 本間俊也
昭和６０年 6 年 本間久美
昭和６１年 6 年 渡辺俊晴 文化の光 
昭和６２年 6 年 河口真由美 創立記念 
昭和６３年 6 年 野上裕子 島の秋草 
平成元年 6 年 柳本美奈子
平成２年 6 年 大矢真由美
平成３年 3 年 本間正義
平成４年 6 年 坂下守
平成５年 6 年 中川優子

年度 低学年 中学年 高学年 

平成６年 ２年三輪志織 ４年若林紘子 ６年鈴木みつえ 

平成７年 ２年鈴木めぐみ ４年本間直彦 ６年石井真奈美 

平成８年 ２年本間由加里 ３年中村英莉 ６年三輪幸太 

平成９年 ２年加藤直 ４年野明川俊 ６年本間直彦 

平成１０年 ２年磯西愛 ４年遠藤一樹 ６年寺島愛姫 

平成１１年 ２年山岸香菜 ４年加藤直 ６年田辺友里 

平成１２年 ２年多田凌 ４年磯西愛 ６年本間由加里 

平成１３年 ２年梶田真里 ４年村尾祐樹 ６年本間藍夏 

しょうわ      かがくしょう はじ   き ろ く のこ 

昭和３８年、科学賞が始まった記録が残って 
きょういくさんしょう よ     ぶんか さい ひょうしょう 

います。教育三賞と呼ばれ、文化祭で表彰され 
        し し ちゅうどう たて しょうひん 

ていました。獅子の鋳銅の楯が賞品でした。 

書道（笠井）賞の歴史

科学（石井）賞の歴史

書道（笠井）賞の歴代の受賞者

しょうわ   だい  しょどうしょう 

昭和３４年第１回書道賞 

しょうわ   だい  しょどうしょう 

昭和４０年第７回書道賞 
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午前に席書会、午後に審査会を行い、文化祭に展示し 
    し ん さ い ん  さ ど こ う こ う さいとう し  さ わ たちゅう 

ました。審査員は、佐渡高校の齋藤瑛明氏と佐和田中の 
かさ い ながはる し      しょどうしょうさくひん   かん  てん じ 

笠井長晴氏でした。書道賞作品は２年間、展示しました。
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じょうきゅう らん           ばく ふ ぐん やぶ  

承久の乱(１２２１年)で幕府軍に破れた 
ごとばじょうこう   お き  しま はい る   じゅんとくじょうこう 

後鳥羽上皇は隠岐の島に配流され、順徳上皇 
だい   だいてんのう  さ　ど  はい る 

(第８４代天皇)は佐渡に配流されました。 
じゅんとくじょうこう ふじわらていか  で　し      ひゃくにん 

順徳上皇は、藤原定家の弟子であり、百人
いっしゅ

一首に「ももしきや ふるきのきばの しのぶ

にも なほあまりある むかしなりけり」とい
わ　か えら

う和歌が選ばれています。 
や はた   す       さい     まつ

八幡にお住まいになった際には、この松に 
こし か   や はたかいがん なが       おも

腰掛けて八幡海岸を眺められたと思われま 
  ゆき たかはま    ふうりゅう めいしょう　じゅんとくじょうこう 

す。｢雪の高浜｣という風流な名称も順徳上皇
な づ     い         こく ふ がわ かりゅう 

が名付けたと言われています。国府川下流の 
      ほ  いちめん しげ     しろ  ゆき

ススキの穂が一面に茂り､まるで白い雪のよ 
み          や はたかいがん  ゆき たかはま

うに見えたことから、八幡海岸を「雪の高浜」
な づ 

と名付けられたそうです｡※｢八幡村史｣より 

や はたにんぎょう むらおかぶんけい  せんしょく まな     きょう 

八幡人形は、村岡文慶が染色を学ぶため京 
と  おとづ   さい   ふしみ にんぎょう み りょく 

都を訪れた際に、伏見人形の魅力にみせられ 
え ど じ だい まっき ころ   きょうと ふしみ けい つち 

て、江戸時代末期の頃から京都の伏見系の土 
にんぎょう さ ど せいぞうはんばい       はじ 

人形を佐渡で製作販売したことに始まりま 
げんざいのこ         てん  つちせい

す。このうち現在残っている１０４点の土製 
およ もくせい かた さ ど し ぶん か ざい   し てい

及び木製の型が佐渡市の文化財に指定され 
にんぎょう せいさく      ぜん ご かた

ています。人形の製作は、まず前後の型にそ
つち う     たい

れぞれ土を埋めこみ、平らになったところで 
かた   ぬ     あ    い っ こ にんぎょう

型から抜き、これを合わせて一個の人形とし 
す や     ちゃくしょく     や はた 

ます。それを素焼きして着色したものが八幡 
にんぎょう   さ　ど       や はたにんぎょう  ひなにんぎょう 

人形です。佐渡における八幡人形は、雛人形
  した         ふくすけ え　び　す だいこく

として親しまれたほか、福助・恵比寿・大黒 
    えん ぎ もの   ひょうばん   きょう ど がん ぐ

などは縁起物として評判がよく、郷土玩具と 
ひろ とうがい う だ

して広く島外へ売り出されました。 

や はた　　 ち　　 く　　　　　　　　　さ　　 ど　　 し　 し てい ぶん 　 か ざい

八幡地区の佐渡市指定文化財

佐渡市指定有形民俗文化財「八幡人形型」

順徳上皇お腰掛けの松 

じゅんとくじょうこう こし か   まつ 

順徳上皇お腰掛けの松 

こし か   まつ  や はた ほ いくえん

お腰掛けの松と八幡保育園 

むらおかよう じ  しょぞう　 ひなにんぎょう   

村岡鷹次さん所蔵の雛人形 

こうちょうしつ てんじんさま むらおか   き ぞう 

校長室の｢天神様｣･村岡さん寄贈 
　ふくすけ まえうしろ かた 

｢福助｣前後の型 

いな り  まえうしろ かた  

｢稲荷｣の前後の型 

　だいこく まえ かた

｢大黒｣前の型 
ほん ま まさひろ    にんぎょう かた ほ かん

本間正博さんが人形の型を保管 

ひゃくにんいっしゅ じゅんとくじょうこう わ　か

百人一首の順徳上皇の和歌 

か だい   や は た ち く し て い ぶ ん か ざ い

課題 八幡地区の指定文化財にはどのようなものがあるか。
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課題 八幡地区の指定文化財にはどのようなものがあるか。

や はた ち く      あ は   すなはら   かぜ はげ  とき  かな い ち く

八幡地区はかつて荒れ果てた砂原で、風の激しい時は金井地区ま 
すな  と くになか のうさくもつ ひ がい あた           や はたすな がき

で砂が飛び、国仲の農作物に被害を与えていました。八幡砂垣は、
すな ひ がい たいさく     さ　ど　ぶ ぎょうしょ          つく

砂被害の対策として佐渡奉行所が１６４３年に築らせたものです。
ふる ぶんけん       せっち とう じ  すながき なが  ちょう     

古い文献によると、設置当時の砂垣は長さが１町(１１０ｍ)ある 
ちょう       はば  けん       けん       たん い

いは２町(２２０ｍ)、幅が７間(１２ｍ)､８間(１４ｍ)を単位とし 
しばがき   く      なか すな  つ  こ まつ  う

た柴垣を組み、その中に砂を詰め小松を植えました。 
  さぎょう    じ もと や はた     すな ひ がい おお     むら

この作業には、地元の八幡のほか、砂の被害が大きかった村から
にんそく   だ          こめ ごう   えん い か きゅう よ さ ぎょう

も人夫が出され、１日につき米５合(５００円以下)の給与で作業に
あ       き ろく         すな がき          か し

当たらされたと記録されています。砂垣づくりについては歌詞に 
や はたすながきさんねんまわ   こ とし     どし    どし ゆ       い　み

「八幡砂垣三年廻り 今年はゆい年ゆわれ年」(結う､しばる意味) 
                             しばがき むす  か   まつ ほしょく

とうたわれているように、３年ごとに柴垣の結び替えと松の補植が 
おこな           かん し       すながきのかみ  お

行われました。その監視のために、砂垣守も置かれたそうです。 
    いじょう すながき   れつ    まつ せいちょう 　 すな がい ふせ

１ｋｍ以上の砂垣が３列でき､松も成長し､砂の害を防ぎました。
や ま だ む ら の ほ ん ま  た ろ う え も ん うしろ やまむ らのよ さべい  にん ぶぎょう

１７３６年､山田村本間太郎右衛門・後山村与三兵衛ら７人が奉行 
しょ  　き ょ か  え こく ふ がわ ふ きん さ きゅう かいはつ  よく    あたら  たつ み

所の許可を得て、国府川付近の砂丘を開発し、翌２年に新しく辰巳
むら たんじょう         そんめい   げんぶんがん たつ       み

村が誕生しました。この村名は、元文元（辰）年と同 ２（巳）年の
え　と       めいめい

干支にちなんで命名されたものです。※｢八幡村史｣より 

や はたきりたん す  さ ど だいひょうてき わ だん す    え  ど 

八幡桐箪笥は、佐渡の代表的な和箪笥で、江戸
 じ だい はじ     かんが          や はた   きり 

時代に始まったと考えられています。八幡には桐 
ざい く おこな  いえ おお    え  ど じ だい お ぎ だん す

細工を行う家が多くあり、江戸時代、小木に箪笥
せいほう ぎ ほう つわ        なら   きりだん す つく 

の製作技法が伝わるとこれを習い、桐箪笥を作り 
はじ     や はたさん きりざい つか せっちゃく   めしのり 

始めました。八幡産の桐材を使い、接着には飯糊、
くぎ さび     き くぎ つか     すき ま 

釘は錆びるので木釘を使います。隙間ができない 
すこ おお   つく       けず      く 

ように少し大きめに作り、かんなで削りながら組 
た    から ひ   だ    お こ   じょう げ ひ 

み立てます。空の引き出しを押し込むと上下の引 
だ  くう き あつ と だ   せいこう    し っ け 

き出しが空気圧で飛び出すほど精巧です。湿気
みず むし ひ  つよ   い ふく      むし く   まも 

(水)や虫、火に強く、衣服をカビや虫食いから守
ぎじゅつしゃ はぎはらひろし   ひとり     いま 

ります。技術者は萩原弘さんお一人ですが、今で
きりたん す しゅう り など おこな 

も桐箪笥の修理等を行っています。 
※「ふるさとの伝統工芸 八幡箪笥」より

第１砂垣 

第２砂垣 

第３砂垣 

国道 350 号線
八幡小

佐渡市指定無形文化財 工芸技術「八幡箪笥製造技術」

佐渡市指定記念物 史跡「八幡砂垣」

    ぶんかさい しゅっぴん  こんれいたんす 

さわた文化祭に出品した婚礼箪笥 

    ちょうせい  まえいた 

かんなで調整して前板をはめる 
かなぐ つ    はぎはらひろし 

金具を付ける萩原弘さん 

たか   しゃく すん ぶ    まんえん 

高さ３尺１寸３分で２８万円 

やはたすながき  うつく  まつばやし

八幡砂垣と美しい松林 

すな ひさん  く   と      げんざい しばがき

砂の飛散を食い止めている現在の柴垣 

ぶんけん        すながき       さぎょう そうぞうず 

文献をもとにした砂垣づくりの作業の想像図 

や はたすな がき      い ち ほん ま ひろしさまさくせい 

八幡砂垣のおよその位置(本間浩様作成) 
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こく ふ がわ いし だ がわ はこ   つ     ど しゃ 

国府川や石田川が運び、積もらせる土砂 
や はた ち く  すなはま すこ   ひろ 

により、八幡地区の砂浜は少しずつ広がって 
じゅんとくじょうこう  さ ど く 

いきました。順徳上皇が佐渡で暮らされた 
かまくら じ だい かいがんせん はちまんぐう         とお 

鎌倉時代、海岸線は八幡宮からそれほど遠く 
い ち           はちまんぐう まえ はま

ない位置にありました。八幡宮の前の浜を 
ゆき たかはま   よ      ぶんけん

｢雪の高浜｣と呼んだという文献があります。
おな ころ こし まつ ばら   めいしょう つか 

同じ頃、｢越の松原｣の名称も使われました。

へいせい          みどり ひゃくねん 

平成１１年、にいがた緑の百年 
ものがたり き  う   けんみんうんどう    はじ 

物語-木を植える県民運動-が始 
う  まつばやしさい 

まりました。それを受け、松林再 
せい             まつ  かい 

生のために ｢よみがえれ松｣の会 
けっせい        まつ く むしてい

が結成されました。松食い虫抵 
こうせい あかまつ  まいとし う   つづ

抗性赤松を毎年植え続けました。
まつばやし み ごと

松林は見事によみがえりました。

｢越の松原」が松食い虫によって消えた

緑の百年物語と「よみがえれ松」の会

八幡地区の美しい景観を守る

ゆき たかはま いちょう  かい かん り 

｢雪の高浜｣も銀杏の会が管理 
いちょう  かいしゅさい  かいがんせいそう 

銀杏の会主催の海岸清掃 
ゆき たかはま     ゆう ひ  もりこうえん 

｢雪の高浜｣にある夕日の森公園 

しょうわ    さ ど   まつ く むし 

昭和６１年、佐渡でも松食い虫 
ひ がい はっせい      へいせい 

の被害が発生しました。平成１０ 
ころ こし まつばら      か 

年頃には､越の松原もほとんど枯 
かぜ すな ひ がい 

れてしまいました。風や砂の被害 
や さい             さい

で野菜やチューリップなどの栽 
ばい わる えいきょう  で

培にも悪い影響が出ていました。

いちょう かい  けっせいじ    まつ しょくじゅ 

銀杏の会も結成時から松を植樹 

か  まえ はちまんぐううみがわ まつばやし 

枯れる前の八幡宮海側の松林 
    か はちまんぐううみがわ まつばやし 

ほとんど枯れた八幡宮海側の松林 

さいせい  げんざい   はちまんぐううみがわ まつばやし 

再生した現在の八幡宮海側の松林 
しょくじゅじゅんび   はちまんぐううみがわ まつばやし 

植樹準備をした八幡宮海側の松林 

はたけ まも まつばやし まつく  むし か

畑を守る松林も松食い虫で枯れた 
 う  つ ちょくご  なえ ぎ 

植え付け直後の苗木 

か だい

課題 
や はた ち く けい かん   

八幡地区の景観は 
    まも 

どのように守られてきたか。 

八幡地区の美しい景観を守る
 や  　　はた   ち     　　く　        　　 うつ　              　　　 けい かん　      　　　まも

ふすまえ えが     こし まつばら 

襖絵に描かれた｢越の松原｣ 



13

さいばい   へ   

タバコやチューリップ栽培が減って 
なに さいばい ほう ち     はたけ 

くると､ 何も栽培せず放置される畑が 
ふ           いも に かい こうひょう 

増えました｡そこで､芋煮会で好評な､ 
さ ど でんとう や さい や　はた     ふっかつ 

佐渡の伝統野菜｢八幡いも｣を復活させ 
あん だ         いちょう かい  や はた

る案が出されました。銀杏の会は八幡 
ふっかつ む    うご   だ

いもの復活に向けて動き出しました。 

さどのうぎょうかいりょうふきゅう       ほ かん   

佐渡農業改良普及センターで保管さ 
  たねいも て い   や はた 

れていた種芋を手に入れ、八幡いもの 
さいばいほうほう けんきゅう      げんざい 

栽培方法を研究しました｡現在は､そう 
さいばい    や はた   つか   いも に かい 

して栽培した八幡いもを使って芋煮会 
おこな でんとう や さい や はた

を行い､伝統野菜｢八幡いも｣のおいし 
おお   ひと し

さを多くの人に知ってもらおうとして 
えんどうひさあき   さいばい   や はた

います。遠藤久昭さんが栽培した八幡 
さ わ た ち く あい かわ ち く きゅうしょく

いもは､ 佐和田地区と相川地区の給食 
つか   ふきゅう こうけん

に使われ､普及に貢献しています。 
ふたた きゃっこう あ   や はた

再び脚光を浴びた八幡いもは､ エー 
とう はんばい

コープやホームセンター等で販売され 
せいさんりょう すく

るようになりました。生産量が少ない 
さ ど とうない   はんばい  ちゅうしん

ので､佐渡島内での販売が中心です。 

つうじょう さといも  すいでん    ねんどしつ  そだ     やはた  みず       すなち

通常の里芋は水田のような粘土質で育てますが､八幡いもは水はけのよい砂地 
さいばい     やはた    ながほそ かたち おお ねば  つよ とくちょう

で栽培します。八幡いもは長細い形が多く､粘りが強い特徴があります。 

八幡いもの復活八幡いもの復活
や　　 はた　　　　 　　　　　　 ふっ かつ　　　

荒れた畑で八幡いもの復活 八幡いもの栽培

｢八幡いも｣ 再生プロジェクト

銀杏の会の協力で行う八幡いも栽培

すなはま  ひろ   すながき まつばやし      や はた 

砂浜が広がり､砂垣と松林ができると八幡 
ひとびと  や さい さいばい

の人々は野菜を栽培するようになりました。
や はた や さいさいばい せんしん ち     や はた 

八幡は、野菜栽培の先進地でした。八幡いも
とく ゆうめい   あいかわぶぎょうしょ  おさ 

は特に有名で､相川奉行所にも納めました｡ 
ほん       な す ささげ あおものとう はんばい

本カタウリ､茄子､小角豆､青物等を販売する 
ひと しょうわ   ころ   へ 　　　　　 ころ

人は昭和３０年頃から減り､４５年頃には１５ 
てい ど         けんぎょう いなさく  

人程度になりました｡兼業での稲作やチュー 
さいばい か

リップ・タバコの栽培に替えたためです。 

たねいも  すなやま  ほかん  ふゆご 

①種芋を砂山に保管し､冬越し 

いも に はいぜん   こ 

芋煮を配膳する子どもたち 

かくぎょうじ   あ    いも に かい  かいさい 

⑥各行事に合わせて芋煮会を開催 
しゅうかく しょくよう たねいも せんべつ 

⑤収穫し､食用と種芋を選別する 

ころ たねいも め だ 

②３月頃、種芋の芽出し 

たいひ   い  うね つく  

③ワラや堆肥を入れ､畝を作る 
そだ みず  た     

④マルチで育て､水を絶やさない 

え  う 

①植え付け 
くさと 

②草取り 
しゅうかく 

③収穫 
かわ 

④皮むき 

 か だい や はた          ふっかつ

課題 八幡いもをどのように復活させたのか。 
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り とう   さ  ど  のうち まも  せいぶつ まも

離島である佐渡の農地を守り、生物を守る 
のうほう        のう か   さまざま   ほじょきん  で 

農法をしている農家には様々な補助金が出 
きょうどうさぎょう すい ろ  のうどう まも 

ています。 ① 共同作業で水路や農道を守る
　せいぶつたようせい  ほぜん     かがくひりょう   のうやく 

② 生物多様性の保全 ③ 化学肥料､ 農薬を 
 へ    たいひ   つか     のうほう 

減らし堆肥を使うなどの農法です。 

い か       い       はぐく のうほう  

以下のような｢生きものを育む農法｣によ 
  おお       さ ど そら  ふっかつ 

り、多くのトキが佐渡の空に復活しました。
みず ぬ じ き    みず      え  ほ 

① 水抜き時期もため水がある江を掘る。 
せいぶつ  た すいげん い き   ぎょどうづく 

② 生物が田と水源を行き来する魚道作り｡ 
ふゆ た みず    い   

③ 冬も田に水を入れる(ふゆみずたんぼ)。
  きゅうこうでん みず   い 

④ 休耕田に水を入れる(ビオトープ)。 
む のうやく む か がくひりょう   む じょ そうざい 

⑤ 無農薬・無化学肥料 ⑥ 無除草剤 
のうほう  たなだ けいかん  ほぜん  のうそんぶん 

これらの農法で､棚田景観の保全や農村文 
か  けいしょう すす   に ほん はつ  せかいのうぎょういさん 

化の継承が進み、日本初の「世界農業遺産」
にんてい  

として認定されました。 

八幡地区の農業
米作り、葉たばこ、チューリップ栽培米作り、葉たばこ、チューリップ栽培
 こめ  づく　　         　  は　　　　　　　　　　　　　　　                             　　　　  さい   ばい

八幡地区の農業
や　　　はた　　ち　　　く　　　　　　　のう　 ぎょう

八幡堤と新田開発

先進的な農法と補助金

朱鷺と暮らす郷づくり 認証制度と世界農業遺産

や はた ち  く    え ど じ だい つく   すいでん 

八幡地区には、江戸時代に作られた水田が 
おお       いね  みず      そだ

多くあります。稲は、水がなくては育ちませ 
ようすい  じょうりゅう すいでん つか 

ん。用水は､上流の水田が使ってしまうので､ 
かりゅう  や はた  みず ぶ そく         おお 

下流の八幡は水不足になることが多かった 
            あいかわぶぎょうしょ る す い やく

のです。１６６２年、相川奉行所留守居役の
お く の し ち ろ う え も ん       あ   　 ち   ずいでん

奥野七郎右衛門は、荒れ地を水田にするため 
や はたつつみ つく      や はたつつみ たて

八幡堤を作りました。八幡堤は、縦 300ｍ、
よこ   ふか  

横 110ｍ、深さ２ｍほどでした。これにより、
あた   すいでん 

新しい水田がたくさんできました。 
たつ み すいでん  つく     ほ ん ま た ろ う え も ん

辰巳に水田を作ったのは、本間太郎右衛門 
          ぶぎょうしょ も で  かいこん

です。１７３６年、奉行所に申し出て開墾し、
まつ う   すな  ふせ すいでん  はたけ つく

松を植えて砂を防ぎ､水田と畑を作りました。
  はたけ       や  はた      つく 

その畑では、タバコや八幡いもなどが作られ、 
あいかわ  はたら ひと う

相川で働く人に売ったそうです。 
た はた 

１６９２年には、９０ｈａだった田畑が、 
ふ

１８４５年には１６９ｈａまで増えました。

やはたつつみ みず 　 いけ たくわ       すいでん おく   　 た うるお 

八幡堤の水を池に蓄え、ポンプで水田へ送り、田を潤す 

にんしょうせいど   い  ものちょうさ  ひつよう 

認証制度は年２回生き物調査が必要 

けんえい ほじょうせいび じぎょう すいでん まい   ひろ 

県営圃場整備事業で水田１枚を広げ、 
      はいすい     しょうりょくか じつげん 

パイプで配水する省力化を実現した。

たくわ   みず       すいでん おく 

蓄えた水をパイプで水田に送る 

やはたつつみ       みず  とど     のうち

八幡堤(ため池)の水が届いている農地 

と き   く    さとにんしょうまいせいさんしゃ か とうしんいち     すいでん いなさくたいけん 

朱鷺と暮らす郷認証米生産者の加藤慎一さんの水田で稲作体験 

げんざい  やはたつつみ     いけ

現在の八幡堤(ため池) 

しょうわ    ころ やはたつつみ  しゅうふくさぎょう 

昭和10年頃の八幡堤の修復作業

か だい

課題 
 や はた ち  く のうぎょう                        へん か 

八幡地区の農業はどのように変化してきたのか。 

作付け面積 米 葉タバコ チューリップ 

昭和４３年度 １４０ｈａ ４５．０ｈａ ７．０ｈａ 

平成 ６年度 １０５ｈａ ９．７ｈａ １６．５ｈａ

平成２９年度 １０４ｈａ 四日町の知本規春さんがＨ２3 年まで栽培 １．２ｈａ 

や  はた ち  く こうちめんせき   しょうわ   

八幡地区の耕地面積は、昭和２５年には、
  ヘクタール ひろ        たくち かいはつ 

２２２ｈａまで広がりました。宅地開発や 
どうろ   かくちょうなど  こうさくち げんしょう

道路の拡張等で耕作地は減少してきました 
  こめ は               など あんてい

が、米や葉タバコ、チューリップ等の安定 
おお   しゅうにゅう かのう  さくもつ つく

して多くの収入が可能な作物を作りました。

や はた ち く  は     し けんさいばい  はじ

八幡地区で葉タバコの試験栽培が始まっ 
しょうわ       こうみんかんちょうせきかわとしお 

たのは昭和２９年です。公民館長関川敏雄さ 
や はたそんちょうえんどうしんいちろう      じんりょく くに

ん､ 八幡村長遠藤真一郎さんが尽力し､国の 
こうさくきょ か  え     しょうわ     や はたしんまち

耕作許可を得ました｡ 昭和３１年､八幡新町 
にほんせんばいこうしゃ さどしゅっちょうじょ は   とりあつかいじょ 

に日本専売公社佐渡出張所、葉タバコ取扱所 
や はた ぜんのう か     パーセント せいさん 

ができ、八幡の全農家の８０％が生産する 
は    さいばい   こめ 

ようになりました。葉タバコ栽培は、米より
たか しゅうにゅう            しょうわ     ころ 

も高い収入になったのです。昭和４５年頃
こうさくしゃ へ  へいせい         ヘクタールほど 

から耕作者が減り、平成１２年には５ｈａ程 
いま お ぎ     こうさく 

になり､今は小木だけで耕作されています。 
や はたざいじゅしゃ    ほん ま まさかつ       へいせい 

八幡在住者では、本間正克さんたちが平成 
   こうさく　  つづ

１９年まで耕作を続けていました。 

や はた はたけ         さいばい てき   しつ   

八幡の畑はチューリップ栽培に適し、質のよい 
きゅうこん た さん ち     はや しゅっか 

球根を他の産地よりも早く出荷できました。 
しゅうわ  ころ         ほど  こうさくめんせき

昭和６年頃には、２０ｈａ程の耕作面積がある 
ふる            さいばい  さか

など、古くからチューリップ栽培が盛んでした。 
せんそう  えいきょう   いち じ  くわ             

戦争の影響により、一時は桑やサツマイモなどを 
さいばい       しょうわ       ふたた

栽培しましたが、昭和２６年から再びチューリッ
     さいばい  はじ    　 くみあい けっせい  さいばいめんせき  ふ 

プ栽培が始まり、組合を結成して栽培面積を増 
            へいせい  ころ   は    

やしました。平成６年頃は、葉タバコをやめて
           さいばい   のう か ふ  こうさくめん

チューリップだけを栽培する農家が増え、耕作面
せき  ふ                           ころ           さいばい

積は増えました。この頃は､チューリップ栽培を
がくしゅう              そ   たいけん     いま

学習し､チューリップ染めを体験しました。今は、
さ ど きゅうこんくみあいちょう    いし い たかよし   ちゅうしん しんひんしゅ

さいばい 

佐渡球根組合長の石井孝良さんを中心に新品種の

栽培もしています。

八幡地区の耕作地 作付け面積の移り変わり

葉たばこの栽培

チューリップの栽培

こめ         さいばい いそ  じ き かさ     り てん 

米とチューリップ栽培は忙しい時期が重ならない利点がある 

きゅうこん そだ     まんかい  しゅうかん てき か 

球根を育てるため満開１週間で摘花 

せんしょくさっか にしはしはる み     し どう  

染織作家の西橋春美さんの指導で 
        ぞ  おこな 

チューリップ染めを行った 畑でチューリップ鑑賞
ご とうこう じ    はたけ         かんしょう

後藤孝治さんの

せきかわ  きょうぞう 

関川さんの胸像 

      のうか は      さいばい

８０％の農家が葉タバコを栽培 

いなべよしたか   など せんばいこうしゃしょくいん しどう じょせい   さいばい 

稲辺嘉孝さん等の専売公社職員の指導で女性でも栽培できた 
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作付け面積 米 葉タバコ チューリップ 

昭和４３年度 １４０ｈａ ４５．０ｈａ ７．０ｈａ 

平成 ６年度 １０５ｈａ ９．７ｈａ １６．５ｈａ

平成２９年度 １０４ｈａ 四日町の知本規春さんがＨ２3 年まで栽培 １．２ｈａ 

や  はた ち  く こうちめんせき   しょうわ   

八幡地区の耕地面積は、昭和２５年には、
  ヘクタール ひろ        たくち かいはつ 

２２２ｈａまで広がりました。宅地開発や 
どうろ   かくちょうなど  こうさくち げんしょう

道路の拡張等で耕作地は減少してきました 
  こめ は               など あんてい

が、米や葉タバコ、チューリップ等の安定 
おお   しゅうにゅう かのう  さくもつ つく

して多くの収入が可能な作物を作りました。

や はた ち く  は     し けんさいばい  はじ

八幡地区で葉タバコの試験栽培が始まっ 
しょうわ       こうみんかんちょうせきかわとしお 

たのは昭和２９年です。公民館長関川敏雄さ 
や はたそんちょうえんどうしんいちろう      じんりょく くに

ん､ 八幡村長遠藤真一郎さんが尽力し､国の 
こうさくきょ か  え     しょうわ     や はたしんまち

耕作許可を得ました｡ 昭和３１年､八幡新町 
にほんせんばいこうしゃ さどしゅっちょうじょ は   とりあつかいじょ 

に日本専売公社佐渡出張所、葉タバコ取扱所 
や はた ぜんのう か     パーセント せいさん 

ができ、八幡の全農家の８０％が生産する 
は    さいばい   こめ 

ようになりました。葉タバコ栽培は、米より
たか しゅうにゅう            しょうわ     ころ 

も高い収入になったのです。昭和４５年頃
こうさくしゃ へ  へいせい         ヘクタールほど 

から耕作者が減り、平成１２年には５ｈａ程 
いま お ぎ     こうさく 

になり､今は小木だけで耕作されています。 
や はたざいじゅしゃ    ほん ま まさかつ       へいせい 

八幡在住者では、本間正克さんたちが平成 
   こうさく　  つづ

１９年まで耕作を続けていました。 

や はた はたけ         さいばい てき   しつ   

八幡の畑はチューリップ栽培に適し、質のよい 
きゅうこん た さん ち     はや しゅっか 

球根を他の産地よりも早く出荷できました。 
しゅうわ  ころ         ほど  こうさくめんせき

昭和６年頃には、２０ｈａ程の耕作面積がある 
ふる            さいばい  さか

など、古くからチューリップ栽培が盛んでした。 
せんそう  えいきょう   いち じ  くわ             

戦争の影響により、一時は桑やサツマイモなどを 
さいばい       しょうわ       ふたた

栽培しましたが、昭和２６年から再びチューリッ
     さいばい  はじ    　 くみあい けっせい  さいばいめんせき  ふ 

プ栽培が始まり、組合を結成して栽培面積を増 
            へいせい  ころ   は    

やしました。平成６年頃は、葉タバコをやめて
           さいばい   のう か ふ  こうさくめん

チューリップだけを栽培する農家が増え、耕作面
せき  ふ                           ころ           さいばい

積は増えました。この頃は､チューリップ栽培を
がくしゅう              そ   たいけん     いま

学習し､チューリップ染めを体験しました。今は、
さ ど きゅうこんくみあいちょう    いし い たかよし   ちゅうしん しんひんしゅ

さいばい 

佐渡球根組合長の石井孝良さんを中心に新品種の

栽培もしています。

八幡地区の耕作地 作付け面積の移り変わり

葉たばこの栽培

チューリップの栽培

こめ         さいばい いそ  じ き かさ     り てん 

米とチューリップ栽培は忙しい時期が重ならない利点がある 

きゅうこん そだ     まんかい  しゅうかん てき か 

球根を育てるため満開１週間で摘花 

せんしょくさっか にしはしはる み     し どう  

染織作家の西橋春美さんの指導で 
        ぞ  おこな 

チューリップ染めを行った 畑でチューリップ鑑賞
ご とうこう じ    はたけ         かんしょう

後藤孝治さんの

せきかわ  きょうぞう 

関川さんの胸像 

      のうか は      さいばい

８０％の農家が葉タバコを栽培 

いなべよしたか   など せんばいこうしゃしょくいん しどう じょせい   さいばい 

稲辺嘉孝さん等の専売公社職員の指導で女性でも栽培できた 
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                  かつどう    

かいちょう ふくかいちょう かいけい  ひ つ かい おこな 

３月 会長、副会長、会計の引き継ぎ会を行う 
    そうかい  ひら   じぎょうけいかく けんとう 

５月 総会を開き、事業計画を検討する 
や はた ち く し みんうんどうかい いくせいかいしゅもく うんえい

５月 八幡地区市民運動会の育成会種目を運営する 
  いくせいかい      かいさい 

７月 育成会キャンプを開催する 
や はたなつまつ       たいかい て つだ 

８月 八幡夏祭りのカラオケ大会を手伝う 
はちまんぐうほうのう こ ども よ ず もう たいかい かいさい 

９月 八幡宮奉納子供夜相撲大会を開催する 
や はたまつ   こども たる みこし うんえい 

八幡祭りの子供樽神輿を運営する 
だいさくせん て つだ   

11月 チューリップ大作戦を手伝う 
    こ ども かいれんらくきょうぎかい         たいかい  しゅつじょう 

12月 子供会連絡協議会｢おおなわとび大会｣に出場 

八幡地区子供育成会の主な活動
伝統の継承と健全育成に貢献した歴代会長

子どもの社会性と規範意識を育成する 八幡地区子供育成会子どもの社会性と規範意識を育成する 八幡地区子供育成会
こ 　 　 　 　 　 　 　 し ゃ か い せ い 　 　 き は ん 　 い し き 　 い く せ い 　 　 　 　 　 や は  た ち 　  く  こ ど も い く せ い  か い

H30  菊池伸明
H29  池田高明
H28  高木　忍
H27  近藤明寛
H26  高橋政臣
H25  石井京介
H24  本間正義
H23  本間　浩
H22  磯西　勉
H21  稲辺茂樹
H20  本田和彦
H19  大林和昭

H18  本田　聡
H17  本間一紀
H16  長島雅人
H15  加藤克己
H14  永野寿永
H13  清水義明
H12  遠藤久昭
H11  加藤恒雄
H10  加藤慎一
H9   金子輝夫
H8   若林博之
H7   本間　攻

H6　榎　義弘
H5　計良勝博
H4　本間俊一
H3　坂本壮市
H2　安達　茂
H1　安達　勇
S63 後藤孝治
S61～62 本間正博
S59～60 矢田昭三
S57～58 本間道夫
S55～56 計良秀昭
S45～54 稲辺嘉孝

いつから、どんな活動をしていたのだろう
かつどう

や はた ち く こ どもいくせいかい   しょうわ     つく        しょうわ 

八幡地区子供育成会は、昭和４５年に作られました。昭和５０年、
だん し さん か         はら       ぜんこう じ どう さん か 

６年男子が参加するつつじヶ原キャンプ、全校児童が参加するスポー 
たいかい              はじ      しょうわ          じょ 

ツ大会､キャンプファイヤーを始めました。昭和５１年からは６年女 
し   さん か    そ ばまかいがん                       へいせい 

子も参加し、素浜海岸でキャンプをするようになりました。平成９年 
そ ばま       さん か 

からは、１～５年生も素浜キャンプに参加できるようになりました。
しょうわ      こ  よ ずもう たいかい はじ     せいねんかい  よ ずもう たい 

昭和５０年は、子ども夜相撲大会も始めました。青年会の夜相撲大 
かい しゅつじょうしゃ すく           かいさい               こ どもいく

会の出場者が少なくなっており、開催されない年もあったので子供育 
せいかい  ひ つ               こ どもたる み こし   しょうわ     はじ

成会が引き継ぐことにしたそうです。子供樽神輿は、昭和５７年に始 
じゅぎょうび  じっし         や はたまつ  じゅうよう ぎょうじ 

まり、授業日でも実施しています。八幡祭りの重要な行事です。 

か だい こ どもいくせいかい    ひと      ちから そだ          かつどう

課題 子供育成会は、人とかかわる力を育てるためにどんな活動をしているのでしょうか。

だいさくせん て つだ

チューリップ大作戦の手伝い 
まいとしこうせいせき          たいかい

毎年好成績のおおなわとび大会 
いくせいかい しゅもく か ものきょうそう

育成会種目借り物競走 
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へいせい             かん き ぼうしゃぜんいん そ ばま     じょう  い          てんこう わる   しゅくはく

平成２６年までの１８年間、希望者全員が素浜キャンプ場に行っていましたが、天候が悪くて宿泊できないことも
おお  しゅうらく       かんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　たいいくかん　 しゅくはく        

多く、集落センターが完成したこともあって体育館に宿泊することになったそうです。 

こ　ども いく せい かい かいちょう 

子供育成会会長 
いけ だ     はなし 

池田さんの話 
こ   や はた ち く ぎょうじ

子どもたちが八幡地区の行事に 
せっきょくてき さん か   ち いき 

積極的に参加して、地域のよさに 
き づ       め ざ 

気付くことを目指しています。そ 
  おと な 

して、たくさんの大人とかかわり、
  まも たいせつ きょうりょく い 

ルールを守る大切さや協力して生 
    たいせつ   まな 

きることの大切さを学んでほしい 
おも  

と思っています。 
ことし   しゅうねん

今年は 140周年に 
  じゅうじつ   かつ 

ふさわし充実した活 
どう     ちいき みな 

動ができ、地域の皆 
さま かんしゃ 

様に感謝しています。 様に感謝しています。 

４０年以上続く育成会キャンプ！たくさんの保護者も参加

八幡宮奉納 子供夜相撲大会

八幡祭りを盛り上げる子供樽神輿
    ていちゅうこうがくねんだんじょべつゆうしょうしゃ 

Ｈ２９･低中高学年男女別優勝者 

でんとう ひ つ

伝統を引き継ぐ

ち いき こうけん

地域に貢献する

ちゅうおう い も の まち かどづけ     ごしゅうぎ 

中央･田望･野町 門付してご祝儀 
あらじょう や はたまち       さとほうもん 

荒城･八幡町 やはたの里訪問 

や はたしんまち         ね  ある 

八幡新町 グラウンドを練り歩く 
いわ の しんでん たつ み   や はたかん 

岩野･新田・辰巳 八幡館まで 

      たいいくかん せっ ち

テントを体育館に設置 
おおなべ   

大鍋でカレーづくり 

いけやすひろ     しどう 

池泰裕さんの指導 

ほんかくてき そんきょ し せい 

本格的な蹲踞姿勢 

ぎょうじ  れんしゅうかい さん か 

行司も練習会に参加 

て づく  どひょう 

手作りの土俵 

しゅうらく       しょくじ

集落センターで食事 
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や はた ち く ぶんかんれんらくきょう ぎ かい

八幡地区分館連絡協議会 
ぶんかん こうせい 

は、８分館で構成されていま 
ぶんかんちょう 

す。分館長は８名となります。
ぶんかんちょう 

８名の分館長のうち、１名が 
ぶんかんれんらくきょうぎ かいかいちょう

分館連絡協議会会長となりま 
かくぶんかん   しょくたくいん

す。各分館には嘱託員がおり、
ぶんかんちょう      ち いき

分館長とともに地域のために 
はた       や はた ち く ぜんたい 

働いています。八幡地区全体 
 ぶんかんちょう ほか 

では、８名の分館長の他に、 
    しょくたくいん     ぶんしょ

２９名の嘱託員がおり、文書 
かいらん し みんうんどうかい せんしゅ

の回覧、市民運動会の選手の 
い らい    おお  し ごと たんとう

依頼など、多くの仕事を担当 

しています。 

相談･要望 

支援･協力

地区公民館活性化協議会
(各分館連絡協議会会長と他１名が所属) 

支援 

八幡新町第１分館 
八幡新町第２分館 
八幡町分館 
荒城分館 
中央分館 
田望・野町分館 
新田・辰巳分館 
岩野分館 

文化的、健康的で豊かな社会をつくる
佐和田地区公民館・八幡分館佐和田地区公民館・八幡分館
さ わ た ち く こ　う　み　ん　か　ん　　　 や　 は　た ぶ　ん か　ん

文化的、健康的で豊かな社会をつくる
ぶ　ん　 か　　て　き　　　け　ん　こ　う　て　き　　　　　ゆ　た　　　　　　　　 し　ゃ か　い

分館連絡協議会の平成29年度の主な活動
八幡新町第１分館 

分館連絡協議会の組織
かくしゅだんたい かお あ   かい き かく うんえい 

４月 各種団体の顔合わせ会を企画・運営する 
うんどうかい む    しょくたくいん ぶんかんちょうごうどうかい ぎ

４月 運動会に向けての嘱託員･分館長合同会議 
    や はた ち く し みんうんどうかい かいさい 

５月 八幡地区市民運動会を開催する 
かくしゅだんたいさん か のうりょうかい かいさい 

７月 各種団体参加の納涼会を開催する 
そうりつ    しゅうねん き ねんしきてん きょうりょく さん か 

８月 創立１４０周年記念式典に協力･参加する 
き ねん         ふうにゅうしき じゅん び 

８月 記念タイムカプセル封入式の準備をする 
や はた ち く ぶん か さい い ろうかい かいさい 

10月 八幡地区文化祭・慰労会を開催する 
や はた ち く が しょうかい かいさい   

１月  八幡地区賀正会を開催する 
しんしゅん           たいかい かいさい

１月  新春ソフトバレーボール大会を開催する 

か だい こうみんかん ぶんかん        かつどう　　　　　　　 ぶん

課題 公民館・分館はどんな活動をして、文 
か てき けんこうてき しゃかい

化的･健康的な社会をつくっているか。

ぶんかん  かつどうしょうかい 

分館の活動紹介
ぶんかん            きょうしつ 

分館のバルーンアート教室 

ぶんかんしゅうじどうじょう

分館習字道場 

ハッピーディ さわた

や はた ち く し　みんうんどうかい

八幡地区市民運動会 

にゅうがく き ねんしゃしん そつぎょうき ねんしゃしん 

入学記念写真・卒業記念写真 
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あ 

け ら ゆう いち かいちょう はなし

計良勇一会長の話
や はた ち く じゅうみん けんこう ぶん か てき せいかつ

八幡地区住民が健康で文化的な生活 
おく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぎょうじ　　 じっし

を送ることができるように行事を実施 
　　しょくたくいん　 じゅうみん　 せいねんかい

しています。嘱託員や住民、青年会、
いくせいかいなど　 かくだんたい　　　 きょうりょく

育成会等の各団体のご協力のおかげで、
　　　　ぎょうじ　 おお　　　 も

どの行事も大いに盛り上がっています。 
こん ご　　　 さ わ た ち

今後は､佐和田地 
く こうみんかん　　 かつどう

区公民館の活動に 
や はた ち く

　　　　　 かたがた　　さん か

八幡地区からたく

さんの方々が参加
 　 ち く　　 かっせい か

し、地区を活性化

したいです。 

            へいせい       はじ          ち く            たいかい はってん     あら 

「ハッピーディさわた」は、平成２７年から始まりました。４地区ソフトバレーボール大会を発展させて、新た 
　はじ         さ わ た ち く せいしょうねんけんぜんいくせいきょうぎかい こうえん さ わ た ち く ぶんかんれんらくきょうぎかい きょうりょく 

に始めたイベントです。佐和田地区青少年健全育成協議会が後援し、佐和田地区分館連絡協議会が協力していま 
        じ かいほう     しゃしん い がい      きょうしつ あい き どう たいきょくけん          おこ 

す。サンテラは５時まで開放され、写真以外にも、なわとび教室、合氣道、太極拳、ダンスなどが行われています。

へいせい    ねん ど     だんたい しゅつえん     えん ぶ ぶ よう がっしょう 

平成２９年度は、２４団体が出演しました。演武、舞踊、ダンス、合唱、
し ぎん でんとうげうのう   しつ たか ぶん か かつどう ひ ろう    

詩吟、伝統芸能など、質の高い文化活動が披露されました。

や  もの ぼんさい わ し    え はい く が とう げいじゅつせい たか さくひん てん じ 

焼き物､盆栽､和紙ちぎり絵､ 俳句画等の芸術性の高い作品が展示されて 
こうみんかん こう ざ きょうしつ がっきゅう   せい か はっぴょう   ば

います。公民館の講座(教室や学級)の成果を発表する場にもなっています。

佐和田地区公民館と公民館事業活性化支援隊が実施する３大事業

ハッピーディ さわた 2017 ～広げよう仲間･深めよう絆～ サンテラ佐渡スーパーアリーナ

平成２９年度　さわた芸能祭 ～華麗に舞い､心に響く､立春～ アミューズメント佐渡

平成２９年度 さわた文化祭　佐渡中央会館
しょどうがっきゅう 

書道学級 

ソフトバレーボール トランポビクス 

      ゆめさきしん わ  

SADOMON夢咲心和 
さちゅう                  さ ど 

佐中ブラスバンド＆ウインドアンサンブル佐渡
りゅうおんかい が がく 

龍音会(雅楽) 

かい が きょうしつ

絵画教室 

しょうぎきょうしつ 

将棋教室 

ラダーゲッター 

カローリング 

サイバーホイール 
し ない しんぶん し   

竹刀で新聞紙を切ろう 

かまくらぼりきょうしつ

鎌倉彫教室 
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たいかい  いも に  ていきょう 

１月 もちつき大会で芋煮を提供する 
どう ろ なら

２月 チューリッププランターを道路に並べる 
  おお　た く おおおかやまさくら      いも に た だ 

３月 大田区大岡山桜まつりでの芋煮炊き出し 
  め だ        や はた    う  え 

４月 芽出しのために八幡いもを植え付ける 
さ　ど         ゆうどういん 

４月 佐渡トキマラソンの誘導員をする 
かた づ 

５月 チューリッププランターを片付ける 
さ ど             ゆうどういん 

５月 佐渡ロングライド 210の誘導員をする 
や はた ち く し みんうんどうかい   て つだ   さん か 

５月 八幡地区市民運動会を手伝い、参加する 
ゆき たかはま こし まつばら  かいがんせいそう

さ　ど こくさい　　　　　　　　　　　　　　 たいかい

７月 ｢雪の高浜｣｢越の松原｣の海岸清掃をする 

９月 佐渡国際トライアスロン大会のボラン 
ティアをする 
しょうがっこう    たいかい ゆうどういん

９月 小学校マラソン大会の誘導員をする 
いちょう  かいはいしょうねんやきゅうたいかい かいさい   

11月  銀杏の会杯少年野球大会を開催する 
だいさくせん いも に かい  じっ し 

11月 チューリップ大作戦、芋煮会を実施する 
どう ろ せい 

＊上記の他にも、４､５､８､９､１０月 道路清 
そう くさ か      かんきょうび か かつどう 

掃や草刈りなどの環境美化活動をしている 

や　 はた 　 いちょう   かい       

八幡･銀杏の会はどのようにつくられたのだろう
や はた いちょう かい せいれき                せつりつ 

八幡･銀杏の会は、西暦 2001年５月１日に６人で設立されまし 
  み らい こ            いま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かんが 

た。「未来の子どもたちのために、今できることをやろう」と考え、
いちょう き しょくじゅ と   く      つぎ こし まつばら   さいせい と 

銀杏の木の植樹に取り組みました。次に「越の松原」の再生に取 
く       とう じ   まつ く むし  ひ がい  まつ 　 つぎつぎ か   すな   

り組みました。当時は、松食い虫の被害で松が次々に枯れ、砂の 
ひ さん ふせ   しお がい ふせ 

飛散を防いだり塩の害を防いだりすることができなくなっていた 
    こし まつばら   さいせい げんざい  つづ     や はた ち　く　 だい じ

のです。「越の松原」の再生は、現在も続けられ、八幡地区の大事 
かつどう         わたし   せいかつ まも  つづ 

な活動の一つとなり、私たちの生活を守り続けています。 

西暦 1642年、
せいれき      あいかわぶぎょう すな かぜ         まつ しょくじゅ すながき 

相川奉行は砂や風を防ぐために松の植樹と砂垣
めい       へいせい や はたぶぎょう ほん ま ひで お こうちょう   こし

づくりを命じました。平成の八幡奉行(本間秀雄校長)は、越の 
まつばら さいせい ひとびと  せいかつ まも    まつ しょくじゅ はじ 

松原の再生と人々の生活を守るために松の植樹を始めました。 

へいせい    けんかんきょうしょう   へいせい    けんぼうはんこうろうしょう   へいせい    りょくかじぎゅうけんちじひょうしょう  

・平成２１年 県環境賞 ・平成２２年 県防犯功労賞 ・平成２６年 緑化事業県知事表彰
ぜんこくひょうしょう う       へいせい     ぜんこくかいがんきょうかいこうろうしゃひょうしょう 　かんとうかん く ぼうはんこうろうしょう 　 ぜんこくぼうはんきょうかいしゃかいあんぜんこうろうしょう

全国表彰も受けました・平成２９年 全国海岸協会功労者表彰、関東管区防犯功労賞、全国防犯協会社会安全功労賞

八幡銀杏の会の平成29年度の主な活動 ｢雪の高浜｣環境事業・「越の松原｣緑化事業

ぜんこくひょうしょう う

主な表彰

八幡地区の安全と環境を守る
八幡･銀杏の会八幡･銀杏の会

や 　 は  た 　 　 　 い ち ょ う 　 　 　 　 　 か い

八幡地区の安全と環境を守る
や　 は た ち　 く　　　　あ ん ぜ ん　　 か ん きょう　　 ま も

か だい や はた いちょう  かい         かつどう   ち いき  こうけん

課題 八幡･銀杏の会はどんな活動をして、地域に貢献しているのだろうか。

すなはま      ころ 

砂浜があった頃 
ゆき たかはま  せいそうかつどう 

「雪の高浜」清掃活動 

ぶぎょうみずか しょくじゅ

奉行自ら植樹 

こし まつばら さいせい

「越の松原」再生 

か  まつばやし さいせい      しょくじゅ

枯れた松林の再生をめざした植樹 

かいがんせいそう ご き ねんさつえい   

海岸清掃後の記念撮影 
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ほん ま ひろしかいちょう はなし 

本間浩会長の話 
や はた ち く ち いきじゅうみん けんこう  あんぜん 

八幡地区の地域住民の健康と安全 
じつげん  こうけん もくてき

の実現に貢献することを目的にし 
 とく こ   や はた

ています。特に、子どもたちが八幡 
かん 

のよさを感じ、 
ほこ   おも   だい す 

誇りに思い、大好 

きになってくれる 
かつ 

ことをめざして活 
どう 

動してます。

や はた とくさんひん               さ ど 

八幡の特産品であるチューリップで佐渡をきれいに

わたし     そだ  や はた 

私たちが育てた八幡い 
  しる 

ものお汁です。どうぞ。 

 や はたいちょう かい じ しゅぼうさい そ しき       ぼうさい 

八幡銀杏の会は、自主防災組織として、防災 
くんれん た   だ   くんれん いも に かい  おこな       

訓練、炊き出し訓練(芋煮会)を行っています。

栽培の研究をしました。山梨産八幡いもと比較栽培

へいせい  ねん  さ ど のうぎょうかいりょうふきゅう       や はた     たねいも 

平成１８年、佐渡農業改良普及センターから八幡いもの種芋をもらい、
さいばい  けんきゅう       やまなしさん や はた   ひ　かくさいばい   

もしました。

チューリップ大作戦・防災訓練芋煮会

佐渡の名産 八幡いも再生プログラム 防犯 登校の見守り

八幡地区を美しくする草刈りボランティア

てい き てき じょ そう い がい  じっ し 

定期的な除草以外でも実施 

しょうがくせい 　 さいばい さん か

小学生も栽培に参加

まつばやし したくさ が

松林の下草刈り 

う  つ   ご  き ねんさつえい

植え付け後の記念撮影 
ご とう じ  ち かいちょう て ほん 

後藤自治会長がお手本 
きゅうこん  　う つ   

球根の植え付け 

しょう か くんれん

消火訓練 

きゅうしゅつくんれん

救出訓練 

とうないがい 

島内外のイベントでＰＲ 

ひ なんじょ   はいぜんくんれん

避難所での配膳訓練 

がっこうまえ おうだん ほ どう   まいにち 

学校前の横断歩道で毎日 

　チューリップ大作戦は、平成１５年から始まりました。２０００鉢のプランターに、球根 ２００００個を植え付け、

国道３５０号線、県道辰巳中興線、市道八幡幹線３号に並べて、チューリップロードとして飾り付けています。道

路以外にも、やはたの里と真野の里２号館、佐渡博物館等にプランターを並べています。今では、佐渡の春の風物

詩として有名になり、観光客にとっても佐渡市民にとっても佐和田地区を訪れる楽しみの一つになっています。

　平成２８年からは、ボランティアとしてではなく、学校行事として保護者と一緒に全員で参加しています。     

    だいさくせん  へいせい       はじ             はち                  きゅうこん    こ   う つ

こくどう 　　　　　ごうせん けんどうたつ み なかおくせん し どう や はたかんせん ごう なら        かざ  つ        どう

ろ い がい 　　　　　　　　　　　　　　さと ま の さと ごうかん さ ど はくぶつかんとう なら       いま   さ ど はる ふうぶつ

し 　　　　　 ゆうめい    かんこうきゃく       さ ど し みん       さ わ た ち く おとず   たの       

へいせい                           がっこうぎょうじ   ほ　ご しゃ いっしょ ぜんいん さん か             



22

かいちょう   やくいん き 

１月 会長などの役員が決まる 
す わ いち まめ     えん

３月 諏訪の市で「豆まき」を演じる 
  や はた ち く うんどうかい  じゅんび かかり 

５月 八幡地区運動会の準備係をする 
      さと のうりょうさい まめ     えん 

７月 やはたの里の納涼祭で｢豆まき｣を演じる 
や はたなつまつ       たいかい うんえい

８月 八幡夏祭りのカラオケ大会を運営する 
や はたぼん     たいかい うんえい 

八幡盆おどり大会を運営する 
や はた よ すもう             しゅつえん

９月 八幡夜相撲にアトラクション出演する 
や はたまつ　　　　　 まめ     えん

八幡祭りで｢豆まき｣を演じる 
だいさくせん さん か   

11月  チューリップ大作戦に参加する 

せ い ね ん か い       ころ       かつ どう 

青年会はいつ頃から活動していたのだろう
え ど じ だい    わかものぐみ    そ しき      めい じ     だい 

江戸時代には若者組という組織があり、明治２０年代に 
せいねんかい めいしょう か        めい じ       や はたむらつう 

青年会に名称が変わりました。明治４４年６月の八幡村通 
しん   せいねん や がくかい かいさい         せいねんかい ぐんじんだん 

信には、青年夜学会が開催されたことや、青年会と軍人団、
しょうぼうぐみ れんごうだいうんどうかい おこな     か

消防組が連合大運動会を行ったことが書かれています。 
や は たせいねんかい          いじょうまえ   や はた ち く し みんうんどうかい

八幡青年会は、１００年以上前から八幡地区市民運動会 
うんえい              だんたい きょうりょく      や はた ち 

を運営するなど、いろいろな団体と協力しながら、八幡地 
 く      はたら                わ 

区のために働いてくださっていたことが分かります。

八幡地区を元気にする
八幡青年会八幡青年会

や 　 は  た せ  い  ね  ん か  い

八幡地区を元気にする
や は た ち 　 く　　　 げ ん き

か だい や はたせいねんかい      かつどう         

課題 八幡青年会はどんな活動をして、
ち いき こうけん

地域に貢献しているのでしょうか。

八幡青年会の平成29年度の主な活動 八幡青年会の歴代会長

八幡青年会の平成２９年の構成

そうりつ  しゅうねん き ねんうんどうかい じゅんび 

創立 140周年の記念運動会の準備 
や はたなつまつ たの   ち いき みな 

八幡夏祭りを楽しむ地域の皆さん 

へいせい    せいねんかい 

平成２９年の青年会メンバー 

H30  石見勝行
H29  佐々木大輔
H28  中川拓也
H27  高野博行
H26  榎　恭利
H25  吉田邦民
H24  若林拓郎
H23  本間　剛

H22  本間　俊
H21  高橋政臣
H20  本間佐貴人
H19  計良勇一
H18  計良雅章
H17  渡辺一哉
H16  本間一夫
H15  江口　仁
H14  村岡通功

H13  後藤　修
H12  本間　浩
H11  三浦義英
H10  本間東三夫
H9  安達博行
H8  安達　徹
H7 加藤克己
H6 本間一紀
H5 本間和久

かいちょう　 さ さ き だいすけ　　　 ふくかいちょう　 いわ み　かつゆき

会長　佐々木大輔　　副会長　石見勝行
か い け い　 ほん ま こういち　　　　へいせい　　 かいいん　　めい　　　　さい　　　　さい

会計　本間晃一　　平成29年会員25名（19歳～39歳）

八幡地区市民運動会で運営を手伝う青年会の会員
や はた ち く し みんうんどうかい うんえい て つだ　 せいねんかい　 かいいん 
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や はた せい ねん かい かいちょう 

八幡青年会会長 
さ さ き      はなし 

佐々木さんの話 
かいいん たの かつどう さん か 

会員が楽しく活動に参加できる 
たいせつ かいちょう つと 

ことを大切にして、会長を務めて 
たの   つづ おも 

きました。楽しくなければ続けられないと思っています。
まめ   し し ち いき でんとうげい のう こうはい 

「豆まき」、獅子などの地域の伝統芸能を後輩にしっかり 
つた おも 

伝えていきたいと思います。 

くろしきじょう めん おきな

黒式尉の面の翁 

おきな ほうじょう あらわ ます な す  も 

翁は豊穣を表す枡と茄子を持つ 

あおおに なぎなた

青鬼は薙刀、 
あかおに ぼう も 

赤鬼は棒を持つ

まめ     し し まい じんしゃ れいさい ほうのう 

「豆まき」や獅子舞は神社の例祭で奉納される 
おお       や はた まめ    はちまんぐう

ことが多いのですが、八幡の｢豆まき｣は八幡宮と
や はたまち しょうにん はじ   い  

のつながりはなく、八幡町の商人が始めたと言わ 
       　 たい こ   めい じ    き ぞう きざ

れています。太鼓には明治２５年寄贈と刻まれて 
     そうだい まつ どう ぐ ひ  つ でんしょう 

います。総代が祭り道具を引き継ぎ、伝承してき 
   しょうわ    ころ  わかもの すく       

ましたが、昭和２０年頃は若者が少なかったので、
ちゅうがくせい おこな         ご せいねんかい う つ 

中学生が行いました。その後、青年会が受け継ぎ
    た ち  く  まめ    おきな え ぼ し じんじゃめい

ました。他地区の｢豆まき｣は翁の烏帽子に神社名
しる         や はた   こうつうあんぜん   か ないあんぜん 

が記されますが、八幡は｢交通安全｣「家内安全」
  お ふだ  も じ どうよう   し  し   まめ

です。御札の文字も同様です。獅子は「豆まき」 
あと    やく よ えん ぎ もの   し し まい  おこな

の後に厄除けや縁起物として獅子舞を行います。 

はくしきじょう めん 

白式尉の面 

大切に守りたい八幡の伝統芸能「豆まき」

おに       ま おきな

鬼のまわりを舞う翁 
あかおに        おきな  

赤鬼をのぞきこむ翁 

お に だ い こ まめ 

鬼太鼓「豆まき」のストーリー
いえ なか  おに ひき        ひと    すがた み         ひき おに     いえ   で 

ある家の中に、鬼が２匹おりました。人にはその姿が見えません。２匹の鬼は、その家から出ていきたくな 
おも         え ぼ し       すおうすがた おきな  おに       おも  いえ なか さぐ 

いと思っています。烏帽子をかぶり、素襖姿の翁は、鬼がいるのではないかと思って家の中を探ります。 
おきな て も   ます な す うご       おに       たし    おに          おに お だ    

翁は、手に持った枡や茄子を動かしながら鬼がいるのを確かめます。鬼がいそうなので、鬼を追い出そうと
おきな おに           おに  おきな じ ぶん み        おも       おなき  おに    あかおに  さわ 

翁は鬼をからかいます。鬼は、翁には自分が見えていないと思っているので、翁が「鬼かな」と赤鬼を触って
き              ふ  ま          さわ   み          ふ し ぎ   くび まわ

も気づかれていないように振る舞います。しつこく触るので「見えないはずなのに不思議だ」と首を回します。
おきな おに   で  い   あかおに せ なか お     あかおに   おきな そんざい し      おも   つえ あおおに  し 

翁が「鬼だな。出て行け」と赤鬼の背中を押すので、赤鬼は、翁に存在が知られたと思い、杖で青鬼に知らせ
あかおに あおおに     いえ  で           いえ す  ひとびと しあわ        やくそく 

ます。赤鬼と青鬼は、その家を出ていくので、その家に住む人々が幸せになることが約束されるのです。 

  あ し　し  

かみ合う獅子 
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かくしゅだんたい かお あ   かい や はたかん おこな 

４月 各種団体の顔合わせ会を八幡館で行う 
やくいんかい しょくたくいん ぶんかんちょうごうどう かいぎ

４月 役員会、嘱託員･分館長合同会議をひらく 
  や はたしょうがっこう よざくら           きょうさい 

４月 八幡小学校 夜桜ライトアップを共催する 
  や はた ち く じ ち かいつうじょうそうかい 

５月 八幡地区自治会通常総会をひらく 
や はた ち く し みんうんどうかい さん かく 

５月 八幡地区市民運動会に参画する 
や はた ち く かいがんせいそう きょうさい 

７月 八幡地区海岸清掃を共催する 
そうりつ    しゅうねん き ねんしきてん さんか 

８月 創立１４０周年記念式典に参加する 
や はた ち く ぶんかさい さんかく 

10月 八幡地区文化祭に参画する 
だいさくせん いも に かい きょうさい

11月 チューリップ大作戦、芋煮会を共催する 
しゅうらく       おおそう じ

12月  集落センターの大掃除をする 
や はた ち く がしょうかい さんかく   

１月  八幡地区賀正会に参画する 
じょうき ほか         くさ か  さぎょう 

＊上記の他にも５､８､９月に草刈り作業をする

きゅうしゅうらく 

旧集落センター 

きゅうたいいくかん 

旧体育館

きゅうこうしゃ 

旧校舎

八幡地区自治会の平成29年度の主な活動

集落センターを拠点に地区をまとめる
や 　  は  た 　 ち 　 　 く 　 じ 　 ち 　  か い

八幡地区自治会
か だい や はた ち く  じ ち かい          やくわり ちいき こうけん

課題 八幡地区自治会は、どんな役割で地域に貢献しているのだろうか。 

や はた ち  く     じ ち かい     や はた ち く しゅうらく 

八幡地区自治会と八幡地区集落センター
しょうわ        げんざい たいいくかん ば しょ や はた ち  く しゅうらく 

昭和５７年までは、現在の体育館の場所に八幡地区集落センター 
        こうしゃ たいいくかん い てんしんちく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きゅう    

がありました。校舎と体育館が移転新築されるのにともない、旧 
こうしゃ ば しょ しゅうらく     たてもの  い ちく うご  

校舎の場所に集落センターの建物を移築(動か)したのです。 
  しゅうらく       たてもの  ろうきゅうか  ちいきじゅうみん    た か 

その集落センターの建物が老朽化し、地域住民から建て替えの 
ようぼう  だ           とうじ こうみんかん や は た ぶんかんぶんかんちょう 

要望が出されていました。当時、公民館八幡分館分館長をしてい 
  ごとう こうじ      さ ど し ほ じょきん       あた   しゅうらく 

た後藤孝治さんは、佐渡市の補助金をもらって新しい集落センタ 
  たて     かんが             あら   じ ち かい  せつりつ  ひつ

ーを建てようと考えました。それには新たに自治会を設立する必 
よう         おお  こんなん の こ   じ ち かい せつりつ   へい 

要がありました。多くの困難を乗り越えて自治会が設立され、平 
せい       ねんがん  しんしゅうらく      かんせい   

成２５年３月、念願の新集落センターが完成したのです。 
げんざい しゅうらく      や はた ち く  おお   だんたい かつどう   きょてん 

現在も集落センターは八幡地区の多くの団体が活動する拠点と 
  おお   ひと あつ    ち いき かっせい か しょうちょう たいせつ ば しょ 

なり、多くの人が集まる地域活性化を象徴する大切な場所になっ 
            じ ち  かい   ぶんかんちょう しょくたくいんとう れんけい

ています。そして、自治会は、分館長や嘱託員等と連携しながら 
や はた ち く さまざま ぎょうじ さんかく    きょうさい

八幡地区の様々な行事に参画したり共催したりしています。 

ご とうこう じ じちかいちょう  はなし 

後藤孝治自治会長の話
ち く すべ じ ち かいせつりつせつめいかい かいさい 

７地区の全てで自治会設立説明会を開催 
じ ち かいせつりつそうかい かいさい

し、ようやく自治会設立総会を開催するこ 
  じ ち かい ち く ぜんせ たい

とができました。自治会は、地区全世帯の 
わりいじょう   かにゅう     し みと 

７割以上が加入していないと市に認めら 

れないきまりになってい 
せたい いじょう 

ました。400世帯以上から 
さんどう 

賛同していただくことが 
かんしゃ 

できて、感謝しています。 
しゅうらく   たいせつ 

集落センターを大切にし、 
ゆうこうかつよう 

有効活用してください。 

しゅうらく         と しょしつ 

集落センターにあった図書室 

げんざい  ば しょ きゅうしゅうらく      

現在の場所の旧集落センター 

かいたいちゅう 　きゅうしゅうらく      

解体中の旧集落センター 

じちんさい

地鎮祭 

じょうとうしき

上棟式 

たいいくかん   ばしょ       ころ しゅうらく    

体育館の場所にあった頃の集落センター
（昭和５１年１月７日落成） 

しゅう ら く 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き ょ て ん 　 　 ち く
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ごとう じちかいちょう   てほん 

後藤自治会長がお手本 

きゅうこん う つ

球根の植え付け 

とうない  しゅうらく なか もっと おお つか     し せつ 

島内の集落センターの中で、最も多く使われていている施設の一つです。 

地域活性化の象徴 八幡地区集落センターの施設・設備

多くの方が利用している集落センター

へいせい　　　 ねん　　 かんせい  しゅうらく 

平成 25年に完成した集落センター 

くるま い  す はい た もくてき   

車椅子も入る多目的トイレ 

ぼうさいそう こ

防災倉庫 

  て   

トイレにも手すり 

くるま   ようげんかん

車いす用玄関スロープ 

じ ち かいかいいん ぜんかん じ かん

自治会会員は全館を６時間 
いじょうりよう    えん 

以上利用しても 500円です。

はつでん  う

ソーラーパネルで発電して売り 
  まんえん ほど しゅうにゅう   

３０万円程の収入がある。 

さ ど し 　みん ぞくぶん か ざ い や　はたにんぎょうがた　　 いなり  ふくすけ など

佐渡市民俗文化財「八幡人形型」稲荷､福助等 
ぜんこく すいぼくが びじゅつてんにゅうしょう たきおと せきかわ のぼる さく 

全国水墨画美術展入賞「滝音」関川 登 作 
ぜんこくすいぼく が びじゅつてんにゅうしょう たきおと せきかわ のぼる さく 

全国水墨画美術展入賞「滝音」関川 登 作 

おお がた  つか ぼうさい がくしゅうかい

大型テレビを使って防災学習会 

しゅうかいじょう

集会場Ａ  会員外 3000円
　　　　　全室利用 6000 円 

しゅうかいじょう

集会場Ｂ 会員外 3000円

ちょう り じっしゅうしつ

調理実習室 会員外 3000円

いくせいかい しゅうらく   り　よう

育成会キャンプでも集落センターを利用 

右表は平成２９年７月の

使用表です。表以外にも

・八幡地区消防団

・八幡溜池組合

・アダルトポッカーズ

・宝鏡寺 ・税金説明会

・若者サポートセンター

・ＪＡ佐和田 ・茶道

・ＪＡ佐和田女性部等の  

　団体が利用しています

う ひょう　 へいせい

 し ようひょう　         ひょうい がい

　　 や はた ち  くしょうぼうだん

　　 や はたためいけくみあい

　　ほうきょうじ　     ぜいきんせつめいかい

　　わかもの

　　　　　 さ わ た　       さ どう

　　　　　　 さ  わ  た じょせい ぶ など

　　だんたい　　 り よう
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ＰＴＡ会長 主な行事・寄付
s22 3 月 17 日ＰＴＡ結成される 矢田勝治氏より１万円寄贈
s23 村岡鷹次 ７月３１日新徽章選定(応募 30 点 当選者後藤信一氏）

s24
６月１7 日小中合同大運動会 ７月２７日ＰＴＡ主催映画会「鐘の鳴る丘」 ９月
４日ＰＴＡ主催放送背施設資金調達のため「百合ちゃん劇」鑑賞会

s25 小中別ＰＴＡ ６月１６日小中合同大運動会、婦人会バザー(シーソー２台購入）

s26 小林武男
１０月２６日講和記念植樹校庭土塁内に松１０本、桜５本 ３月１日学芸会・ＰＴ
Ａバザー 村岡鷹次氏より金２万円寄贈、村岡賞開始 父兄会からも寄付 

s27 小林武男 ３月３日学芸会ＰＴＡバザー ３月１６日ＰＴＡ総会・映画鑑賞
s28 6 月１５日羽茂小木視察  １１月１８日文化祭(小中学芸会､展覧会､バザー）

s29
11 月 16 日佐和田町公民館八幡分館主催にて文化祭 ＰＴＡ、松風会、八幡消
防団等よりステージ用幕(校章入り一文字幕､中間一文字幕､左右袖幕、)寄贈

s30 萩原 ７月 10 日ＰＴＡ研修小中合同バス 1 台で白瀬小、加茂二中、両津高校を見学
s31 遠藤真一郎 ６月１日小中ＰＴＡ合同旅行
s35 ６月１６日こども郵便局十周年記念角力大会 3 月 16 日 給食室落成式 
s36 北海道の本間輝二氏が校旗を寄付（５万円相当）

s37 5 月 2 日鼓笛隊楽器購入

s39 １１月２０日佐和田町１０周年記念式鼓笛隊パレード参加、ベレー帽購入 

s40 加藤一以
5 月 1 日学区民による歓送迎会 110 名参加 7 月 10 日グラウンド完成記念小
学校公民館分館合同運動会 2 月 20 日ステージ工事落成記念学芸会

s41 本間龍太郎 5 月 10 日 6 年修学旅行月岡温泉 10 月 10 日歩け歩け町民大会

s42
90 周年

2 月 18 日 90 周年記念事業 90 周年事業感謝状贈呈個人寄付校門・斎川市
太郎 校庭舗装拡幅・若林孝亮 ステージ幕･安達淳一郎 玄関の校章・41 年
度分館役員一同 紅白幕・三浦仁吉 国旗掲揚柱・大井戸基一 野球用バッ
クネット、16 型テレビ 6 台、シャワー、テープレコーダー1 台・地域寄付金
(437,550 円) 2 月 19 日 90 周年祝菓(饅頭)全戸配布

s45 10 月 11 日家庭教育学級・ＰＴＡ主催大佐渡一周研修旅行
s46 4 月 22 日 6 年修学旅行会津若松 1 月 25 日家庭教育学級研修会
s47 10 月 10 日ＰＴＡ研修旅行平根崎方面

s48
7 月１０日ＰＴＡ施設部海岸の清掃、小屋がけ、海神に神酒奉納 部落水泳（7
月 26 日～8 月 10 日）を一箇所で実施 ＰＴＡ寄贈のテレビを理科室に設置

s49 伊里巌 9 月 2 日押しボタン式信号機点灯式

s50 清水晴雄
7 月 8 日・7 月 24 日ＰＴＡ海岸清掃 8 月 1 日育成会 6 年男子つつじが原キャ
ンプ 8 月 17 日育成会スポーツ大会・キャンプファイヤー 9 月 14 日育成会す
もう大会 10 月 25 日親子地引き網（ＰＴＡ主催研修旅行に代わりとして)

s51 矢田長久命
７月２４日ＰＴＡ海岸清掃 7 月 25 日育成会素浜キャンプ 6 年生２７名中 17 名
参加 8 月 22 日育成会キャンプファイヤー 10 月 1 日全校すもう大会八幡宮
土俵 1 月 21 日第 1 回百周年実行委員会 カラーテレビ２台寄贈

s52
若林才一

100 周年

10 月 22 日ＰＴＡ親子地引き網 11 月 12 日鼓笛隊町内国道パレード(パトカー
先導、ＰＴＡ役員青年団交通整理 11 月 13 日百周年記念式典 2 月 18 日百
周年記念実行委員会集落センターで解任式 3 月 16 日創立 100 周年記念日
カプセル格納式 ヒバ 100 本植樹 村岡賞 20 万円 記念行事八幡人形作成、
校舎全景の銅板打ち出し、記念作文集、グランドピアノ(本間市太郎) 記念品
茶巾布 タイムカプセル｢あゆみ｣建立 同窓生名簿ならびに百年史年表 大
会応援旗寄贈

s53 萩原 弘 10 月 14 日ＰＴＡ地引網  2 月 4 日第 1 回ＰＴＡもちつき大会午後父親学級

s54 稲辺嘉孝 5 月 27 日あいさつ運動宣言記念運動会 親子つり大会 2 月 3 日もちつき大会

s55 梶田忠志
5 月 27 日新校舎建築促進委員会発足 委員長梶田正一(教育委員長) 副委
員長本間佐千雄(町会議員） 萩原保(町会議員) ＰＴＡ会長梶田忠志 萩原
弘(分館長) 10 月 5 日親子つり大会 2 月 8 日もちつき大会

s56 矢田文十
5 月 31 日雨で午後の地区民運動会中止 7 月 26 日素浜キャンプ
12 月 24 日新校舎引き渡し 2 月 7 日もちつき大会

s57 本間達也
7 月 10 日ＰＴＡ役員海水浴場作り 全校水泳６回 7 月 25 日素浜キャンプ 9
月 10 日校舎新築落成式 1 月 30 日もちつき大会 育成会樽神輿スタート

ＰＴＡ活動年表

子どもために学び、励む
　　や は た しょう がっ こ う　

八幡小学校ＰＴＡ
     こ     ゆた   せいちょう         かつどう     か だい

課題 ＰＴＡは、子どもの豊かな成長のためにどんな活動をしているのでしょうか。 

おや こ じ び あみ 

Ｓ52親子地引き網 

おやこ   たいかい 

Ｓ54親子つり大会 

  たいかい 

Ｓ53もちつき大会 

　ＰＴＡは、昭和２２年の文部省の

通達をもとに結成されました。結成

の頃から、バザーや寄付などを通し

て、学校環境や施設・設備の充実に

貢献してきました。　

　昭和３０年頃からは、研修視察旅

行が始まり、平成１０年まで続きま

した。平成１１年からは、校内での

研修会となり、平成１４年からはチ

ューリップ花絵づくり、平成２２年

からは親子レクリエーションを行い

ました。現在は、親子でチューリッ

プ大作戦に参加しています。

                  かつどう    

いつから、どんな活動を
                        しょうわ                 もん ぶ しょう

つうたつ　               けっせい　                      けっせい

    ころ　                           き   ふ　          とお

        がっこうかんきょう　  しせつ　    せつび　   じゅうじつ

こうけん

しょうわ　           ころ　             けんしゅうし さつ りょ

こう　 はじ　        へいせい　                  つづ

        　　へいせい                           こうない        

けんしゅうかい　            へいせい

                　 はな え　               へいせい

        　 おや こ　                                   おこな

            　 げんざい　     おや こ

　　だいさくせん　 さん か

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま な 　 　 　 　 は げ
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s58 本間正克 7 月 23 日素浜キャンプ 8 月 21 日キャンプファイヤー 9 月 25 日つり大会

s59 本間道夫
7 月 21 日素浜キャンプ 8 月 19 日キャンプファイヤー 10 月 7 日親子つり大
会 2 月 3 日もちつき大会

s60 安達勇生 7 月 27 日素浜キャンプ 8 月 18 日キャンプファイヤー 2 月 2 日もちつき大会

s61 安達 勇
7 月 26 日素浜キャンプ 8 月 19 日校庭キャンプファイヤー 9 月 28 日親子つ
り大会 2 月 8 日ＰＴＡもちつき大会

s62 本間 満
5 月 17 日ＰＴＡ春の奉仕作業 7 月 25 日素浜キャンプ 8 月 19 日育成会校庭
キャンプファイヤー 11 月 28 日 創立 110 周年記念式

s63 石井貞夫 7 月 24 日 育成会素浜キャンプ

h1 本間英世
8 月 19 日ＰＴＡ研修旅行宇奈月温泉 1 月 28 日もちつき大会・冬季運動会 
PTA 役員による桜の木 3 本寄贈、鶏小屋完成空き瓶回収 9 万円を基金にＰＴ
Ａ役員により完成 滑り台、雲梯寄贈バザー31.5 万円、育成会 8 万円寄付

h2 計良勝博
6 月 15 日グラウンド側花壇造成 8 月 5 日児童会空缶回収協力 8 月 18 日Ｐ
ＴＡ研修旅行四万温泉 1 月 27 日もちつき大会･冬季運動会(最終）

h3 本間忠昭 8 月 24 日ＰＴＡ研修旅行富山県小松メルヘンの里 1 月 26 日もちつき大会
h4 丹保 栄 8 月 22 日ＰＴＡ研修旅行戸倉、上山田  1 月 24 日もちつき大会

h5 本間俊一
8 月 21 日ＰＴＡ研修旅行月岡温泉 9 月 12 日花壇整備作業 1 月 23 日もちつ
き大会 丹保前会長県Ｐ表彰 齋川栄子さん名義で図書１００万円(栄子文庫）
とスチール書架４台５０万円寄付

h6 本間俊和
5 月 21 日グレーダー、ローラー、ダンプでグラウンド整地 11 月 22 日研修旅
行日帰り相川伝承館 1 月 22 日もちつき大会（学校田収穫のもち米）

h7 本間友一 11 月 25 日ＰＴＡ研修旅行 山形県１泊２日 1 月 21 日もちつき大会

h8 瀬戸博美
１１月３日Ｏ157 の影響でバザーの調理品販売中止。パン、ヤクルト、お楽しみ
袋を販売。 １１月１７日ＰＴＡ研修旅行小木22名参加 １月１９日もちつき大会

h9 遠藤久昭
6 月 15 日ＰＴＡ研修旅行二つ亀 8 月 23 日草木染め講習会９名参加 講師西
橋春美 11 月 2 日文化祭バザーに喫茶新設 11 月 18 日もちつき大会

h10 齋川 裕
６月５日グラウンド改修要望書提出 6 月 14 日ＰＴＡ研修旅行南佐渡２０名参
加 11 月 17 日もちつき大会 齋川組よりステージ幕寄贈

h11 岡村正裕 5 月 23 日研修活動｢塩と豆腐と懇親の会」 1 月 16 日もちつき大会

h12 本間成夫
６月２５日研修活動｢親子工作・ニュースポーツ」 校外安全部年２回危険箇所
巡視(最終） １０月２９日伊豆諸島災害義援金募金 １月１３日もちつき大会 
青年会より優勝カップ寄贈、育成会よりデジタルホン 6 台寄贈

h13 齋川 裕
５月１０日校外安全部通学路点検を止めて会長・校長点検 7月1日ＰＴＡ懇親
会 7 月 8 日親子八幡海岸クリーン作戦 79 名参加 １月１９日もちつき大会

h14 鈴木伸二
４月２４日チューリップ花絵作り アルミ缶作業年６回実施 １月１９日もちつ
き大会・落語講演会 卒業生の卒業記念品寄贈を止める

h15 本間一紀
第１・３土曜に体育館開放 4 月 27 日チューリップ花絵 ９月 2 日合唱プロジェ
クトチーム 11 月 27 日本部役員冬季通学路点検 １月 17 日もちつき大会

h16 本間東三夫 第１・３土曜に体育館開放 ４月２４日花絵 １月１７日もちつき大会

h17 梶田和明
第１・３土曜に体育館開放 ４月２９日チューリップ花絵 文化祭合唱
１月２１日もちつき大会

h18 小池雄一郎
第１・３土曜に体育館開放 ４月３０日チューリップ花絵 文化祭合唱
１月２０日もちつき大会

h19 計良雅章
第１・３土曜に体育館開放 ４月２９日チューリップ花絵 文化祭合唱
１月１９日もちつき大会・創立１３０周年タイム木箱設置

h20 祝 孝之
第１・３土曜に体育館開放 ４月２６日チューリップ花絵 文化祭合唱
１月１７日もちつき大会

h21 若林俊孝
第１・３土曜に体育館開放 ４月２９日チューリップ花絵 文化祭合唱
１月１６日もちつき大会

h22 渡邉一哉
第１・３土曜に体育館開放 文化祭合唱 １１月２０日親子レクリエーション
１月１５日もちつき大会

h23 本間雅人 文化祭合唱 １１月１９日親子レク １月１３日もちつき大会
h24 髙橋健一 １１月１９日親子レク １月１２日もちつき大会
h25 本間正彦 １１月１６日親子レク １月１１日もちつき大会

h26 鶴間基宏
ＰＴＡだより年２回発行に変更 １１月１５日親子レク申込人数少なく中止 １月
１０日もちつき大会 

h27 石井京介 １月９日もちつき大会 ３月１日学校統合説明会（最終）

h28 内藤友和
５月１８日排水路改修要望書提出 １１月１３日ＰＴＡ行事としてチューリップ大
作戦に参加 １１月２３日「みんなの学校」上映会 １月１４日もちつき大会・祖
父母参観 ３月１日荒城信号機新設要望書提出

h29 本間 俊
８月１３日創立１４０周年記念式典祝賀会 １１月１２日チューリップ大作戦
１月１３日もちつき大会 ３月２日ＰＴＡ総会・懇親会

h30 山本章子

そうかい 

４月 ＰＴＡ総会 
    き けん か しょじゅんし かいちょう こうちょう 

４月 危険箇所巡視(会長･校長) 
  ほ ご しゃきゅうしょくししょくかい

５月 １年生保護者給食試食会 
  ほう し さぎょう 

５月 奉仕作業(グラウンド･プール) 
かくがっきゅう      がくねんぎょうじ 

６月 各学級のＰＴＡ学年行事 
こうえんんか いのち じゅぎょう ほん ま ほ けん し 

７月 講演会｢命の授業｣ 本間保健師 
しゅうねん き ねんしきてんしゅくが かい 

８月 １４０周年記念式典祝賀会 
ほう し さぎょう     ふ 

９月 奉仕作業(ガラス拭き) 
しゅうねん き ねんぶん か さい

10月  140周年記念文化祭･バザー 
だいさくせん てつだ   

11月  チューリップ大作戦を手伝う 
        たいかい そ ふ ぼ さんかん  

１月 もちつき大会･祖父母参観 
  そうかい   こうえんかい こんしんかい

３月 総会･ネット講演会･懇親会 
はっこう  がいとうこうつう 

※ＰＴＡだより年２回発行、街頭交通
あんぜん し どう  まい      はる あき ほん ぶ 

安全指導を毎月１０日と春･秋、本部 
やくいんかい     やくいんぜんたいかい     じっ し 

役員会年５回･役員全体会年３回実施 

かいちょう 

ＰＴＡ会長
ほ ん ま しゅん はなし 

本間俊さんの話 

平成29年度のＰＴＡ学年行事

  じょうねんじせっぽうたいけん 

１年常念寺説法体験 
  しんしょたいけん 

３年心書体験 

ＰＴＡバザー 

  にし み かわ

4年西三川ゴールドパーク 
ま の ぎょこうかんきょうひろば

2年真野漁港環境広場キャンプ 

しお づ   さと お  ばなたいけん

  さと お  はなたいけん

5･6年潮津の里 押し花体験 

ＰＴＡの平成２９年度の主な活動

        ふうにゅうしき 

タイムカプセル封入式 

き ねんしきてん かんしゃじょうぞうてい 

記念式典で感謝状贈呈 

　八幡地区の行事に積極的に参加し

て、地域のよさに気付くことを目指

しています。大人とかかわり、ルー

ルを守る大切さや協力する大切さを

学んでください。

　今年は 140周年に

ふさわし充実した活

動ができ、地域の皆

皆に感謝しています。  

　　 や はた ち く　　 ぎょうじ　 せっきょくてき　 さん か

　　　　ちいき　　　　　　　　　　　き　づ　　　　　　　　　　め　ざ　

　　　　　　　　　　　　　おとな

　　　　まも　　　たいせつ　　　　きょうりょく　　　たいせつ

まな

　　 こ と し　　　　　　しゅうねん

　　　　　　　　じゅうじつ　　　　かつ

どう　　　　　　　　　ち いき　 みな

さま　 かんしゃ
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にいがたこくたい せいかにゅうじょう 　　　　 かいちょう

新潟国体のトーチで聖火入場しＰＴＡ会長へ
かくだんたいちょう こ じんき ふ せいさく しょうり はた 

各団体長の個人寄付で制作した勝利の旗 
ぶんかん ようい ふうせん ゆめ　　　　　　　 と

分館が用意した風船に夢をのせて飛ばす

おお ち いき かた とうじょう がくしゅうはっぴょうかい

多くの地域の方が登場した学習発表会
がっこうでん そだ     や はた　 こ まい はんばい 

学校田で育てた１㎏1000円の八幡っ子米の販売
せんご にゅうがく そつぎょうきねんしゃしん ぶんかん てん じ 

戦後の入学・卒業記念写真を分館が展示

ねんかん つづ    たいかい れきしはっぴょう なかむらたけし　　　　　　　　 えんそう しんしゅん   たいかい さん か 

40年間も続いているもちつき大会 140年の歴史発表と中村毅さんのピアノ演奏 新春ソフトバレーボール大会にも参加

「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し「佐渡・八幡を愛し、貢献できる八幡っ子」を目指し
１４０周年を記念して各団体と協力して工夫した行事

平成２９年８月１２日(土)
そ  う  り  つ 　 　 　 　 　    し ゅ う ね ん  き   ね  ん し  き て  ん  

創立140周年記念式典

  しゅうねん む         ふうにゅう

150 周年に向けてタイムカプセル封入 

１月１３日　創立記念第40回もちつき大会

１０月１５日　創立記念文化祭

５月２８日　創立記念大運動会

かんしゃじょうぞうてい はぎはらひろしさま かね こ くにあきさま　　ほん ま まさひろさま　　ほん ま　　　　　　　さま

感謝状贈呈(萩原弘様・金子邦朗様・本間正博様・本間ますみ様) 
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むか にゅうがくしき ぶよう   こうえん はる　くさばな　かんしょう　　ぜんこうとざん

４月６日 １１名を迎えた入学式 ５月１０日　インド舞踊カラリパヤット公演 ５月１５日 春の草花を観賞する全校登山

と　き く  さとにんしょうまい 　 た　う

５月１６日 朱鷺と暮らす郷認証米の田植え
にんしょうまいすいでん い　 ものちょうさ おおさかこうきょうがくだん えんそうかい

６月１４日 認証米水田の生き物調査 ６月２７日 大阪交響楽団の演奏会

　　しぜんたいけんきょうしつそとかいふほうめん いけやすひろ　　　　　　　　　 ぜんこう すもう れんしゅうかい

９月４日 池泰裕さんによる全校相撲練習会６月３０日 ６年修学旅行新潟大学で受講
しゅうがくりょこうにいがただいがく じゅこう

６月２９日 ５年自然体験教室外海府方面

ほごしゃ　ばんそう  　 　 　 　 たいかい

９月３０日 保護者伴走のマラソン大会
やはた　　　　　　　　きょういく

１１月１２日 八幡キャリア教育フォーラム
　かんきょうせいびききん　　　　 まんえん き　ふ

１１月９日 トキ環境整備基金に３万円寄付

と　き く さと さくせん

１１月２３日 朱鷺と暮らす郷クリーン作戦
たんなわ   たいかい

２月２日 短縄リレーのなわとび大会
だいら はじ   　 きょうしつ 

２月１５日 平での初めてのスキー教室

八幡小学校の充実した１年間 質の高い学習と豊かな体験活動



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41

Ｐ４９～５４は「八幡小学校１１８年のあゆみ」 
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戦後の卒業生 昭和５２年１１月発行「八幡小学校同窓生名簿 百年史年表」と卒業生名簿をも

とに作成しました。昭和２１年以降の卒業生の氏名を掲載させていただいております。

昭和２１年３月卒５８名 加藤栄一、計良鉄男、小村悌五、計良金雄、安達馨、遠藤文雄、山本金弘、若林英治、

後藤和悦、安達源太郎、本間盛昭、若林泰雄、本間正四郎、歌選、萩原喜久太郎、矢田小三郎、矢田長久命、本田英樹、

稲辺哲昭、関川義人、本間吉広、本間孝、池田岯之熊、加藤武二、本間真夫、本間嘉伸、齋藤実、本間正、計良美智子、

安達ミチ子、本間サイ子、本間喜代子、本間久代、本間トシエ、本間絹子、本間静枝、後藤千代美、加藤イヨ子、若林

ミサ、本間君江、萩原時子、本間明子、小鷹貞子、村岡美智子、梶田文枝、萩原千代子、本間美智枝、斎川節子、、後

藤マツ子、金子裕子、本間綾子、榎本隆子、山本節子、若林ミエ子、伊里巌、本間郁子、安藤恵美子、本間悦子、昭和

２２年３月卒４１名 本間比左良、歌伸、松塚幸春、安達巌、安達孝一、遠藤暁郎、臼木幸男、本間忠男、本間勲、太

田雅也、本間信弘、小田満之、鈴木牧男、若林啓一、池精一、安達丈夫、仲川八重、計良愛子、本間百合子、清水美恵

子、本間美乙子、本間タカ、本間綾子、本間美江子、本間幸子、牛島佐代子、矢田良子、若林滝子、石塚陽子、梶田田

鶴子、萩原千恵子、青柳玉枝、関川美代志、高橋智子、梶田ヒデ子、若林公子、小鷹恵子、若林かお子、五十嵐綾子、

石塚弘子、若林サチ子、昭和２３年３月卒６８名 本間武夫、後藤英世、加藤昌之、菊地良治、後藤行雄、石井冨士夫、

遠藤光男、山本幸男、矢田武、本間照夫、加藤久、本間勲、後藤節夫、萩原弘、萩原喜富美、矢田文十、安達晴好、本

間武雄、関川有司、芝林善次、若林幟郎、菊地清明、野上忠、中山恒夫、若林一夫、三木昇、榎瞭士朗、若林忠夫、松

塚隆也、計良キヌ子、計良シズエ、本間夏子、計良アイ子、計良サチ子、野上一二子、計良トセ子、石井エツ子、小鷹

節子、本間キクエ、遠藤ヤエ、本間美保子、後藤美恵子、矢田真弓、本間佐江子、遠藤睦子、石井キミ子、萩原和子、

矢田ヤヨノ、安達マリ子、山平咲子、若林澄子、尾上孝子、関川幸子、本間春野、関川ミイ子、計良トミエ、梶田千鶴

子、市橋智子、金子章子、安達富美子、本間智恵子、藤井玲子、本間弘子、柳本初江、齋川忠子、本間幸代、刀根倭文

子、石井道子、昭和２４年３月卒５９名 石井哲弘、安達一己、本間勉、若林彦市、石井芳郎、本間隼人、本間信夫、

本間正彦、矢田勇、臼木忠夫、田中賢治、若林四郎、村岡道弘、村岡敬弘、萩原広保、本間茂允、関川明雄、矢田勇吉、

池田憲昭、神長延幸、瀬野時雄、市橋慶一、山田吉伯、若林健吉、計良三代志、本間ヒサ子、本間幸子、歌フミノ、計

良ヨシ子、安藤美江、石井聆子、安達孝子、安達恭子、安達ヨシ、安達マスエ、本間サト子、若林ヤエ、村上サヨ子、

安達エス子、安達ヒデ、本間静江、本間サエ子、村岡好美、本間キクヨ、関川良子、関川頼子、青柳順子、稲辺富喜子、

若林リエ、安藤加奈子、村岡三枝子、吉岡貴美子、小田薫、若林ヒサノ、中山澄江、若林毬子、本間昌子、本間綴子、

大豆生田菊代、昭和２５年３月卒５３名 梶田昭忠、計良ヨリ子、本間栄子、計良千枝子、隅田美代子、石井サヨ子、

本間道枝、大塚英子、石井トミ子、遠藤景子、石黒アキ、後藤仁子、本間妙子、遠藤ナツ子、遠藤敬子、近田シホ子、

本間考子、歌朝子、本間タヨ子、山平悦子、齋川貞子、高野映子、金子桂子、矢田みどり、本間ヒロエ、遠藤恭平、計

良哲男、本間章平、清水雅雄、本間正延、本間芳夫、大久保寿一、本間幸一、石井正雄、安達一弘、萩原敬之、本間明

夫、矢田小四郎、梶田計嘉、萩原忠男、関川文郎、本間雅晴、本間清、安達武生、本間靖茂、本間善一郎、本間仁、本

田正士、若林孝子、本間佐智子、本間良子、中堀茂、青柳利昭、昭和２６年３月卒４０名 本間正盛、本間文男、本間

康博、本間安夫、小鷹一夫、若林正夫、石井政道、本間建見、本間繁次、本間晴夫、加藤嘉彦、池田憲俊、本間長敏、

稲辺亮一、本間満男、中山徹、古桑温、本間保、計良フミ子、本間綾子、安達一子、本間敬子、本間二三子、若林日出

子、本間タカ子、本間トヨ子、矢田珠実、萩原キヨ子、萩原千恵子、安達里子、本間貞子、鈴木江美子、芝村峯子、遠

藤ミサ子、渡辺玲子、若林愛子、本間百合子、本間国恵、本間幸子、加藤京子、昭和２７年３月卒５３名 後藤信策、

加藤昌弘、計良辰夫、本間信雄、計良信幸、計良金吾、本間清次、本間光延、若林繁夫、本間利春、遠藤怜、本間達也、

本間満、石井武雄、歌励、本間盛市、若林吾一、本間達也、村岡昭夫、鈴木義晴、本間俊蔵、大豆生田忠、山崎正行、

安達博、加藤カズ子、計良マサ子、本間静枝、本間婦美枝、高橋マサ子、本間美代恵、安達絹子、石井キミ、安達智恵

子、山本桂子、後藤サヨ子、本間カホル、加藤トシコ、若林美保子、後藤和子、矢田トミエ、本間智子、稲辺潮子、関

川美登里、本間聆子、本間奈緒美、松塚輝子、蔦市哲子、梶田潮子、門間千枝子、本間マサ、清水利忠、太田哲也、本

間紀子、昭和２８年３月卒３８名 加藤壮一、本間慶三、計良秀明、金子洋一、野上辰之進、計良昭司、大塚稔、若林

浩、安達勇生、本間正明、若林賢一、佐々木武雄、後藤正和、萩原敬司、本田顕、梶田忠温、矢田学、関川和雄、本間

清、本間敏明、金子紀久夫、芝村安夫、小鷹郁夫、本間一仁、小林勝一、石川千代美、計良ルリ子、本間美保子、関川

彬子、村岡寿子、斎川輝子、本間由美子、高橋弘子、小村香枝子、市橋和子、若林佐紀子、橋本綾子、本間秀夫、昭和

２９年３月卒３８名 白井武文、松塚愛秋、本間哲也、大久保嘉勇、計良子喜一、安達和彦、本間忠、本間道夫、安達

匡、村岡紀男、梶田忠志、中山龍雄、関川宏、遠藤勇一、稲辺強、本間寬治、萩原孝男、本間直雄、本間ケイ子、西田

孝子、若林幟子、石井弘子、梶田チヅ、小鷹誠子、萩原キミエ、旧木美恵子、石塚千代子、池悦子、関川昌子、本間ま

り子、三浦ミスヱ、稲辺由美子、後藤一昭、矢田健典、村岡俊男、安藤修司、若林良俊、矢田米治、昭和３０年３月卒

４７名 計良正夫、石井義也、安藤正英、関川英樹、本田進、安達政司、斎川洋一、清水信行、本間徳雄、本間二三仁、

計良力男、本間義輝、本間芳樹、大豆生田晋、名畑義男、萩原昌一、関川冨士夫、若林秀雄、本間正行、近田貫一、加

藤隆志、石井嘉晴、松塚訓友、関川英雄、石井政善、本田巌、桜田洋一、高橋正成、若林秀生、本間孝子、本間幸子、

計良陽子、本間恵智子、本間信子、関川八重子、若林敬子、萩原里枝、本間早智子、小村多嘉子、若林節子、遠藤正枝、

本間照、若林光子、本間誠子、本間俊枝、後藤豊子、桜田隆子、昭和３１年３月卒４２名 計良栄二郎、野上富広、歌
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盛夫、清水章弘、遠藤信二、本間勝幸、歌武臣、計良尊文、臼木光男、梶田堅亮、加藤昌則、本間弘、芝村行男、矢田

誠、齋藤建夫、榎政雄、松塚祐治、若林富子、本間洋子、後藤チヨミ、本間正子、本間悦子、本間千恵子、加藤靖子、

遠藤仲子、本間ヱイ子、本間京子、本間利津子、本間佐和子、池芳江、田中ミチ子、本間久代、本間成子、梶田裕子、

村岡輝子、萩原ヒロ子、中山弘子、関川泰子、小野崎恵子、安藤嘉代子、小村みつ子、本間吉方、昭和３２年３月卒４

７名 後藤恒雄、後藤政夫、高橋一夫、松塚由之、本間正憲、遠藤征吾、安達忠夫、石井貞夫、本間由昭、松林繁、本

間正康、石井良一、本間修、本間一久、本間稔、萩原敬輔、金子泰夫、萩原両喜用、本間正博、稲辺秀彦、本田功、本

間忠昭、本間邦芳、本間政一、辰間辰雄、若林勇、松塚章、若林一、計良総子、松塚美恵子、小広千鶴、安達幸子、本

間ミチ子、大塚光子、計良佐紀子、小柳雅子、近藤礼子、本間靖恵、矢田幸子、本間洋子、中沢淳子、小鷹弘子、若林

栄子、梶田俊美、南和子、桜田正子、本田勤、昭和３３年３月卒３３名 加藤孝克、本間剛人、松塚重樹、本間孝綱、

後藤雅之、本間正克、本間輝延、石井伊佐夫、本間弘嗣、安達義博、本間駿介、本間佐十弘、本間佳昭、計良幸男、関

川哲郎、安達淳二、金子勉、関川裕策、若林孝哉、計良唱子、安達智子、本間富美子、石井スミ子、安達瞳、安達淳子、

石井貞子、遠藤正子、名畑信子、村岡弘子、本間八重子、本間迪子、尾上明子、亀井良夫、昭和３４年３月卒３８名

計良忠一、金子亮二、計良信好、若林通光、若林英一、石塚康昭、本間康雄、本間佐久磨、杉本正俊、村岡了、村岡稔、

若林鋼二、関川清明、若林宏亮、本間正敏、金子富士夫、本間ヨウ子、本間志保子、加藤美佐子、石井明子、石井和子、

若林厚子、本間京子、後藤弘子、菊地文子、高橋清美、桜田涼子、臼木八重子、萩原ヒロミ、梶田和美、本田秋美、本

間瑠美子、安藤静子、石井美恵子、安藤公子、小村都代子、計良公子、石黒良子、昭和３５年３月卒５９名 松塚治嘉、

後藤則之、菊地昭秀、本間永敏、本間隆延、小鷹善英、石井俊介、本間均、若林邦夫、小柳峯夫、若林愛郎、本田宏、

梶田俊一、本田洋一、尾上昌之、遠藤民雄、池秀章、本間貞光、歌四郎、遠藤泰保、本間英世、安達満英、本間俊和、

松本喜八郎、安達茂、名畑哲夫、若林俊一、本間正則、本間仁、本間昭雄、本間修平、本間幹男、柳本博久、後藤洋子、

後藤章子、計良美晴、本間マサエ、本間明美、本間トシ子、計良智恵子、本間昌子、村岡睦子、関川伸子、萩原光子、

関川光子、稲辺一枝、亀井トモ子、石井敬子、本間スミ子、加藤美千代、清水房子、後藤清子、若林宏美、矢田典子、

後藤明子、萩原タエ子、溝口舒子、石井登代子、安達久美子、昭和３６年３月卒３７名 金子研三、加藤慎一、若林愛

光、若林光夫、後藤敏和、遠藤信広、小鷹和紀、近田東一、児玉良和、桜田隆、本間豊治、村岡暁、本田豊、萩原正男、

村岡秀夫、計良文雄、福島直子、林妙子、中島ムツ子、安達和子、本間典子、石井琴美、一色英美子、松林真千子、本

間律子、榎本祥子、石井ひとみ、石塚千恵子、本間幸子、計良美芳、安達佐知子、臼木由美子、関川康子、計良よしみ、

本間敏子、小村幸江、矢田千寿子、昭和３７年３月卒５６名 計良正司、加藤儀博、清水義明、後藤光哲、近藤栄博、

石井敏明、後藤俊晴、計良光則、本間芳明、後藤真一、名畑彰、萩原治、亀井孝史、本間政男、松塚正信、池和章、大

塚拡、本間秀樹、小柳房夫、小鷹賢正、若林孝典、本間信行、本間衛、青柳光芳、本間康夫、安藤富夫、本間まち子、

加藤すみ子、本間勝子、本間さよみ、安達敏子、高橋清子、関川典子、本間秀子、遠藤正枝、加藤秀子、石井敬子、萩

原とし子、本間朝子、尾上洋子、後藤隆子、後藤和子、哥ふき子、本間節代、計良紀子、若林千代栄、笠井涼子、計良

政枝、本間美恵子、加藤さと子、溝口涼子、若林康子、萩原みよし、関谷美知子、若林久美子、計良好秀、昭和３８年

３月卒２９名 本間信博、高橋求、小村明、本間茂富、本間芳春、本間秀夫、本間寿久、近田峰夫、計良武、菊地啓一、

石塚政明、関川喜三、関川一雄、北見清貴、小鷹八州光、若林留美子、石井克美、松林とも子、松本佐千枝、安達鈴子、

田中曜子、村岡節子、本間秀美、矢田佐千子、高木幸枝、関川京子、本間清子、安藤文子、青柳芳江、昭和３９年３月

卒２５名 石井孝良、計良幸雄、石井誠一、本間栄二、後藤和義、後藤明弘、遠藤武彦、溝口俊夫、村岡信博、本間敏

也、本間泰則、本間勝弥、計良勝博、小田誠吾、本間聡美、石塚和子、本間睦子、若林千秋、本間せつみ、若林恵利子、

野上妙子、本間周子、加藤洋子、笠井智子、若林真千子、昭和４０年３月卒４３名 本間勝、本間徹、本間郁夫、松本

茂喜、本間正秋、後藤学、高橋健一、本間寿延、加藤芳夫、若林博之、本間祥治、本間文男、村田康夫、本間時彦、本

間広樹、安達敏勝、村上光弘、若林邦久、小鷹正弘、豊木豊、須貝寛、名畑直美、計良幸子、計良良子、本間琴枝、加

藤もと子、計良加代子、計良和子、安達里子、石井京子、若林禅子、石井弥生、亀井桂子、本間弘美、安達厚子、後藤

輝子、本間真知子、加藤恭子、若林信子、安藤さと子、萩原なおみ、菊地純子、矢田恒雄、昭和４１年３月卒３２名

加藤悌治、加藤恒雄、小鷹隆哉、計良信夫、本間義和、本間俊斉、本間俊一、本間康弘、本間政市、本間康雄、若林季

治、本間幸雄、石塚秀雄、高橋利男、矢田長幸、石塚誠子、加藤さえ子、小鷹香奈江、計良世津子、関川美智子、高橋

明美、計良信子、萩原友子、本間光枝、本間恵美子、本間直子、本間きよ枝、本間けい子、矢田敬子、小林久美子、小

山千代江、本間美恵子、昭和４２年３月卒２９名 本間いづみ、高橋治之、本間嘉広、栄山東一、計良嘉宏、中山明彦、

浜田一栄、石井嘉久、加藤明夫、菊地武光、安達幸夫、安達光政、田原勇、金森賢治、池朋子、本間和美、笠井敦子、

石井靖子、菊地多桂子、本間寿子、計良テルミ、北見陽子、加藤恵子、計良信子、本間スミヱ、山平理恵子、若林みゆ

き、関川まゆみ、後藤佐和子、昭和４３年３月卒３８名 本間重典、加藤善員、本間雅文、後藤真木夫、安達英治、本

間芳川、安達和明、遠藤久昭、山本英夫、若林伸之、村上行孝、本間哲也、本間芳幸、本間秀一、中村毅、石塚裕司、

関川篤、関川康弘、稲辺小太郎、小山登、計良ひとみ、若林康子、松本節子、計良洋子、本間典子、本間律子、計良和

子、本間みや子、近藤恵子、野上愛子、佐藤好美、本間節子、溝口まり子、村岡三枝子、伊里しのぶ、本間庸子、本間

和美、本間晴美、昭和４４年３月卒３６名 本間邦夫、菊地隆、菊地和好、遠藤俊二、榎義弘、安達博孝、本間将重、

石井三雄、本間保、加藤透、菊地哲明、須貝努、田原賢二、本間栄二郎、桃井秀和、石塚嘉之、本間和博、本間正純、

斉藤俊明、計良京子、本間良子、本間美幸、本間祐子、石井礼子、本間光子、遠藤美代子、石黒雅代、若林奈保子、本

間綾江、若林和子、萩原孝子、高橋敬津子、関川直子、斎川康子、本間恒也、浜田康男、昭和４５年３月卒２４名 本
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間繁樹、石井忠善、本間章弘、本間亨、関川秀一、山本茂夫、若林三紀夫、安達敏文、本間寿永、加藤秀之、大谷剛一、

計良節子、本間典子、本間千草、安達なお子、斉藤久美、本間輝子、本間裕子、本間直子、若林江里子、若林桂子、村

上文子、田辺真由里、矢田祐子、昭和４６年３月卒１９名 本間博文、本間満夫、本間敏明、石黒久和、鈴木新一、本

間昭博、若林亨、斎川裕、中村徹、安達栄次、本間博之、小鷹隆一、佐野昌道、油石正、矢田文博、安達登美子、遠藤

秀子、石井京子、村岡達子、昭和４７年３月卒２８名 計良寛、本間成夫、哥則夫、菊地伸和、安達英夫、本間吉昭、

中山和成、若林稔康、安達正博、岩崎憲士、石井誠、加藤純子、本間晶子、本間規子、本間由美、後藤留美子、清水徳

子、伊里昌子、関川絹子、本間みゆき、後藤尚子、計良恵美子、加藤雅子、本間純子、若林辰江、若林栄末子、後藤久

美子、本間智子、昭和４８年３月卒１９名 大谷貴郎、加藤徹、計良文男、鈴木忠、萩原喜久男、本間明男、本間一紀、

若林則男、若林英則、斎川博、本間広巳、斎藤利花、高橋ひとみ、長原美恵子、福山裕子、本間さなえ、本間ひろみ、

田邉由佳利、矢田かおる、昭和４９年３月卒１７名 遠藤正典、本間敬、田中高之、加藤幹夫、本間克彦、関川義明、

桃井克佳、松村雄二、村上智徳、若林祐子、石井美也子、本間照代、本間若江、安達郁子、矢田千秋、村岡恭子、若林

敬子、昭和５０年３月卒１５名 後藤広久、哥安祐、安達博行、本間俊典、矢田明彦、山平定之、矢田浩、箕輪猛、若

林芳枝、伊里郁乃、計良ヤス子、若林よしえ、青柳義子、油石信子、後藤豊子、昭和５１年３月卒２３名 田中久義、

加藤克己、菊池秀明、本間東三夫、安達英彦、梶田武志、萩原誠一、本間豊隆、青柳庄一、稲辺茂樹、福山貴博、岩崎

由紀子、臼木直子、三浦美好、若林純子、榎多津江、清水泉、後藤直子、本間明美、安達孝子、石井園子、本間和子、

田中まゆみ、昭和５２年３月卒２２名 若林信一、松塚俊彦、本間弘樹、後藤康志、本間竜哉、石井佳幸、安達浩一、

矢田長智、村岡弘保、関川繁夫、織田朝章、長原政由、石井哲子、本間睦子、小鷹真由美、本間千代子、市橋佳子、矢

田陽子、本間憲子、本間孝子、本間みち代、村岡奈保子、昭和５３年３月卒１９名 伊里憲敏、三浦義英、若林泰行、

後藤桂一、若林伸弘、石井京介、安達徹、本間浩、高橋誠、梶田洋二、油石広宣、松原也寸志、臼木弘子、入江真紀、

哥里子、清水敦子、関川理恵子、関川美江子、若林加代子、昭和５４年３月卒２０名 加藤智昭、市橋範一、南健一、

萩原保雄、矢田利樹、岩崎英雄、酒匂伸也、本間仁義、金子雄二、斎藤圭生、後藤洋子、石井ひとみ、萩原陽子、萩原

美恵子、青柳てるよ、中山映子、本間幸代、杉本攝子、磯部維久子、生野契子、昭和５５年３月卒２７名 若林利雄、

稲辺洋樹、本田和彦、本間雅弘、安達洋一、本田聡、村岡浩二、村岡通功、尾崎航、後藤修、小村尚哉、関川雅子、岩

崎真由美、石井美由紀、計良秀美、小鷹裕子、本間ますみ、本間久恵、本間千代美、本間佳織、伊里尚子、本間貴子、

若林美香子、近田真由美、中川まゆみ、生野容子、渡辺久美子、昭和５６年３月卒１７名 石井弘樹、梶田和明、後藤

裕一、関川理英、南伸太郎、本間全、本間一夫、本間丈拡、本田博、水沼倫幸、石井美紀、梶田なおみ、佐川真紀、中

川明子、萩原ヒロ子、野上淳子、本間ゆかり、昭和５７年３月卒２６名 安達光浩、安達哲雄、安達克己、金子定冶、

計良雅章、杉山勝宣、田辺章、谷川和則、平澤努、本間裕康、佐藤雅宏、加藤一美、金子直美、小村純子、酒匂るみ、

齋川結花、杉本聡子、中川里香子、萩原潤子、本間純子、本間真弓、矢田純恵、矢田京子、山崎裕美子、若林和美、若

林智恵、昭和５８年３月卒２１名 石井和生、遠藤裕之、加藤勝司、計良勇一、萩原隆行、本田健、本間健司、生野志

雄、安達弘子、石井涼子、後藤知佳子、後藤美穂子、齋川恵、齋藤千登勢、野上智子、本間華奈子、本間弘美、本間路

子、本間めぐみ、松塚智恵子、矢田昭子、 昭和５９年３月卒２７名 石井雅生、金子浩義、北見吉永、鈴木教生、武

井成夫、本間直樹、本間正隆、本田健二、本田敏彦、水沼敏寛、矢田力也、菊池貴司、大平健治、齋藤哲也、安藤貴代、

安藤智子、加藤真由美、計良有美、後藤貴子、若林香里、近田美紀子、本間桂子、松塚里香代、三浦千鶴子、村岡暁代、

若林真由美、若林良子、昭和６０年３月卒３４名 菊地寛士、計良好昭、杉山敦彦、高橋英貴、野元道浩、舟崎泰之、

本間明、本間孝之、本間貴広、本間正彦、光岡裕司、矢田好則、山口弘樹、若林孝一、渡辺真二、渡辺貴宏、高橋展明、

岩崎照代、梶田美代子、金山摂子、計良つかさ、計良真由美、杉本慈子、中川マサ子、那須野裕美、萩原佳代子、本間

博子、本間富美代、本間直子、本間美恵、村岡稔子、村上洋子、本間恵利子、佐藤夕香、昭和６１年３月卒２７名 安

達好宏、石井拓也、石井敏智、遠藤直樹、加藤敬広、計良裕章、後藤和宏、鈴木章弘、関川正樹、高野雄一、本間佐貴

人、本間匡明、本間英晃、矢田正人、若林正樹、馬道忍、大矢美香、菊池江里、坂本千枝、中川飛香、本間久美、本間

幸子、本間千恵子、本間弥寿子、村岡陽子、矢田裕美、若林みゆき、昭和６２年３月卒３１名 石川裕一、大林正明、

梶田栄一、金井圭一、計良司道、後藤正義、佐藤明、高崎剛、中川智也、野元達修、萩原寿宣、本間裕久、本間正基、

南祐司、山本竜也、若林和弘、若林剛、渡辺俊晴、中川光志朗、安達友紀、石井文恵、岩崎絹代、大久保歩希江、金井

亜季、後藤和美、本間明美、本間織恵、本間サオリ、松本由美子、山口晴美、若林えみ、昭和６３年３月卒３９名 安

藤武宏、石井俊之、馬道洋介、金子泰之、北見克昭、小杉昌克、斎川治、斎川太、坂牧良春、高野光章、高橋政臣、萩

原美喜男、藤井正則、本間正仁、本間俊也、本間哲、本間篤志、柳本芳成、安達加苗、安藤佐弥佳、今井麻実、大平陽

子、河口真由美、坂本なつき、鈴木ナオミ、関川裕子、中川サユリ、西崎光代、古林宏美、本間由加里、本田有美、本

間睦子、本間明子、本間真由美、本間智美、八尋渕志穂、山口康子、若林美保、吉田久美子、平成元年３月卒２３名

石井健允、臼杵一博、馬道智生、後藤孝、高野勝弘、中川要、萩原健広、山本直樹、山本将義、若林博幸、若林利作、

安達真純、安達由紀美、石井美香、遠藤由紀子、大林由加子、兒玉真由美、後藤恵、野上裕子、本田結香、本間雅美、

芳田繭子、若林陽子、平成２年３月卒２５名 加藤一巳、金子哲也、小杉裕二、後藤英明、鈴木ゆたか、中坪裕樹、中

野智之、古林悟、本間剛、本間英行、本間俊、矢田妃俊、八尋渕忠、若林拓郎、安達直子、安達未奈、風間真貴子、金

井美奈、小鷹麻紀子、後藤智子、丹保玲、藤澤佳代、本間やよい、矢田恭子、柳本美奈子、平成３年３月卒１６名

計良勝之、高野博行、本間功、本間佐登瑠、本間卓朗、矢田理樹、吉田邦民、安達さおり、石井美恵子、今井幸代、

岩崎香理、大矢真由美、小林由紀、後藤寛子、芳田江梨子、若林美香、平成４年３月卒２０名 榎恭利、計良宏昭、齊
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吉利夫、坂本一文、本間純一、本間俊樹、本間正義、三浦克典、安達由香、臼杵幸子、小関祐子、後藤理恵、内藤清美、

中川由起子、本間美春、松塚央光、松塚真砂美、若林亜希子、若林ユカリ、本田由香、平成５年３月卒１９名 小鷹正

葵、後藤京孝、坂下守、鈴木実、中川拓也、本間大樹、本間正紀、渡辺哲哉、赤塚哲也、栄山未和、上村あゆみ、後藤

まどか、丹保玲奈、本間アユミ、本間香澄、本間桂子、本間冴子、溝口綾子、芳田かおり、平成６年３月卒２１名 大

久保昌至、加藤洋平、河口聖英、計良勝彦、齋藤剛、関口隆之、内藤敬、藤井敬行、本間孝之、本間正人、若林健二、

石塚江梨、栄山亜衣、加藤真耶、川原樹子、計良由香里、小杉絵美、関川晴子、中川優子、本間美香、本間優樹、平成

７年３月卒１８名 安達雅秀、石井洋輔、尾中司、兒玉大輔、佐々木大輔、西﨑昌弘、舟﨑克由、本間俊彦、本間成世、

榎奈未、川口麗子、鈴木みつえ、高木優梨、中川明子、本間美佳、溝口智美、若林麻衣子、渡辺麻里子、平成８年３月

卒２３名 今井和紀、菊地心、後藤円、本田貴也、本間研、本間也寸志、村上健治、矢田要、矢田祐介、赤塚碧、安達

めぐみ、石井真奈美、加藤綾、加藤のぞみ、菊池明日香、計良亜紀奈、高根日登美、中村茉莉、本間遙、丸山幸恵、山

口孝子、吉田貴恵、渡辺峰子、平成９年３月卒２５名 筧真彦、風間英昭、島倉宏昭、髙野悟、寺島基稀、本間圭介、

本間義章、本間義久、三浦聡史、三輪幸太、渡辺稔、石井裕子、榎知世、加藤聡恵、川原美咲、齋藤恵、関川晶子、瀬

戸佐帆海、中下愛実、廣瀬優子、本間香菜、本間奈津美、本間優子、若林知恵子、若林紘子、平成１０年３月卒１７名

安達祐太、遠藤武志、金子真輝、中野洋志、永野正樹、本間真彦、丸山容平、村上隆浩、栄山千夏、島倉久美、鈴木

和世、高木明朱香、高野真友、土屋あすか、本田ちとせ、本間春香、渡辺知恵子、平成１１年３月卒２１名 間拓海、

石井貴章、風間信吾、風間有、加藤文哉、加藤優、菊池伸明、齋川庄太、清水和彦、細川朋章、本間晃一、岩﨑有理、

遠藤香奈、川端富恵、小山直美、後藤梨沙、寺島愛姫、本間綾子、本間香名芽、本間朗子、三輪志織、平成１２年３月

卒２２名 明田川俊、石井直樹、岡村廉、加藤匡人、川端允員、齋川昂太、佐々木雅俊、島倉正行、中下一樹、松塚健

太郎、小川美奈未、加藤桃子、川原みゆき、菊地美穂、鈴木めぐみ、田辺友里、中村英莉、永野梨紗、本間早也加、丸

山紗織、三輪綾、村上弘恵、平成１３年３月卒１７名 間紗有美、安達真弓、石井高志、石見沙紀、遠藤一樹、遠藤真

知子、風間匠、斎藤まなみ、田辺夏希、中川敏子、本間恵、本間友貴、本間由加里、本間義昭、三輪慶太、山岸雄大郎、

若林樹生、平成１４年３月卒１３名 臼木悟、岡村結、加藤直、後藤佑希、齋川慧太、佐々木晶規、清水麻由美、田中

健斗、本間藍夏、本間友弥、本間奈央、三浦良輔、桃井かおり、平成１５年３月卒８名 磯西愛、臼木祐也、多田舞、

風間聡志、金子亜里沙、鈴木あゆみ、永野達恭、永野寿樹、平成１６年３月卒１１名 今信ヘレン千秋、岩﨑光紀、岡

村操、小竹遼、加藤涉、田中直也、長谷真宏、本間彩花、村尾祐樹、若林理奈、DOZONOLUIZHENRIQUEJUNIOR、
平成１７年３月卒９名 安達彩香、多田凌、加藤諒、齊籐麻優香、田辺安奈、長島彩香、本間巧美、本間雄大、本間吉

徳、平成１８年３月卒１１名 石井由美、磯西瞳、大坪翔子、小竹洸、梶田真里、計良勇望、関川優也、長島崇弘、本

間彩花、本間愛美、本間莉奈、平成１９年３月卒１２名 岩崎伸哉、大塚菜摘、粕谷唯斗、計良天太、計良睦希、小池

憲矢、後藤綾香、本田愛莉、本間大貴、本間めい、本間亮太、村田正実、平成２０年３月卒１１名 生田理紗子、今信

大介、臼木龍次、大林真優、織田ゆりか、亀井英李佳、計良郁実、鈴木直哉、本間拓実、松本龍弥、余湖央進、平成２

１年３月卒１９名 安達香代、大坪康平、大林友香、岡村雛、梶田樹生、粕谷大毅、加藤匠、加藤瑞妃、川上祥、計良

杏奈、齊籐恵美理、髙橋義之、中川晴奈、仲間巧、長島七瀬、長谷和季、祝翼冴、本田夏菜、本田秀美、平成２２年３

月卒１６名 青栁桃香、石井亜美、石井花林、稲辺実典、大地香澄、後藤菜々花、斉藤悠太、柴田冴茶、柴田風七、高

橋咲彩、尾藤恋菜、祝颯人、本間ゆり奈、松本昂諮、村尾航大、若林真伯、平成２３年３月卒１６名 石井沙弥、磯西

真子、粕谷誉史、川上彩、中川桃子、本田健一、本田七海、本田百花、本間舞乙、本間隆太、村尾雪乃、山本彩加、余

湖永合加、若林海斗、渡邉彩音、渡辺綾乃、平成２４年３月卒２０名 阿部夏輝、石井真美、石川純亜、稲辺ゆり香、

岩﨑妃香、哥彩乃、加藤瑛、計良未来、小池拓哉、中川泰誠、仲間紫音、本田香代子、本間くるみ、本間貴也、本間豊、

増金拓也、村田直樹、柳本登偉、山本寛太、若林玲伯、平成２５年３月卒１５名 青栁隼人、石井王子、大林泰晴、川

端麻衣、計良知希、柴田美影、髙橋玲南、田中翔、鶴間拓海、中川孝介、本田一翔、本間美有、山本裕太、余湖正崇、

渡邉栞、平成２５年３月卒１０名 石井優妃、稲辺聖良、大地駿平、後藤緋和、駒形蓮、本間達也、本間祐伊、山本遊

太、渡邉あづみ、安達知世、平成２７年３月卒１４名 阿部博斗、稲辺潤平、金子奈緒、近藤万桜、佐々木美紀、高木

志帆、高橋樹、鶴間菜帆、尾藤龍之介、本間郁海、本間翔、本間拓美、山本菜月、渡邉梨音、平成２８年３月卒６名

安達茂樹、石井聖華、近藤慎一郎、斉藤圭佑、本間詩織、渡邉駿太朗、平成２９年３月卒８名 石井奈々世、伊藤海翔、

梶田夏紬子、近藤可莉枝、近藤結希、高木向日葵、内藤光、平山琉、６年生８名 安達謙太、池田妃那、石井彩女、稲

辺光梨、馬道沙矢乃、本間さくら、本間結、本田利希斗、５年生８名　梶田馨生、菊池優希、近藤みわ、齋藤心愛、中

山愛莉、本間瑞希、山本涼介、若林那菜、４年生１４名 安藤陽菜、池田汐那、石川久礼亜、石塚玖礼遥、稲辺美穂、

菊池凌生、齋藤楓、佐藤季璃、佐藤悠斗、内藤聖、萩原央翔、平山那央、本間弘道、若林歩夢、３年生１０名 伊藤柚

璃、倉内茉優、齋藤大翔、高橋ひまり、鶴間心陽、中川太陽、中山泰星、平山葵里、古川雫、本間愛海、２年生１０名

加藤宙斗、菊池晴葵、高木萌衣、本間瑛一朗、本間源一郎、本間匠瑛、本間結希、矢田茉祐、山本莉瑚、吉田鉄生、１

年生１１名 石塚麗李、馬道渉瑠、大川奏多、齋藤友都、鶴間才羽、中川月翔、中山幸輝、萩原彬良、本間貴義、本田

蘭奈、若林結希



46

山崎勝之(現校長)・田辺茂(元校長)・磯西勉(元育成会会長)・本間章平(元分館長)・本間薫(元議会議員)・本間

重典(元分館長)・若林才一(百周年副実行委員長・元ＰＴＡ会長)・村岡敬弘(美術賞寄付者)・本間悦太郎(元教

育長・元佐和田町助役)・後藤雅之(いじめ対策実行委員)・若林としみ(主任児童委員)・若林俊男(元分館長)・

後藤五男(民生委員児童委員)・小野栄(元校長)・本間秀雄(元校長)・遠藤久昭(元ＰＴＡ会長)・田辺茂(元校長)・

大林和昭(元育成会会長)・山口学(旧職員)・本間攻(元公民館長)・金子正義(元高校校長)・本間まゆみ(民生委

員児童委員)・稲辺茂樹(元議会議員)・後藤久平(元佐和田町収入役)・本間正博(功労者表彰・元分館長)・安達

栄一(元ＰＴＡ本部役員)・本間救(元八幡町総代)・中道静枝(旧職員)・萩原弘(功労者表彰・元分館長)・清水義

明(スクールガードリーダー)・銅郁夫(元校長)・渡辺喜信(元教員)・中川昭一(民生委員児童委員)・飯塚邦明(元

校長)・本間俊和(民生委員児童委員)・本間俊一(学校関係者評価委員)・本間浩(八幡銀杏の会会長)・本間康弘(学

校関係者評価委員)・北川康子(旧職員)・小泉豊信(元校長)・大和哲夫(元校長)・中村毅(民生委員児童委員)・

鶴間基宏(元ＰＴＡ会長)・風間喜一郎(元分館長)・長谷川春生(旧職員)・池田高明(現育成会会長)・高橋政臣(元

育成会会長)・金子邦朗(功労者表彰・見守りボランティア)・本間俊(現ＰＴＡ会長)・本間雅人(元育成会会長)・

渡部栄二(元校長)・佐々木大輔(現八幡青年会会長)・内藤友和(元ＰＴＡ会長) ・関川秀明(元佐和田町収入役)・

関川秀一(卒業生)・中川直子(卒業生) ・中川拓也(元八幡青年会会長)・飯田徹(旧職員)・本間正義(元育成会会

長)・本間正彦(元ＰＴＡ会長) ・渡辺一哉(元ＰＴＡ会長)・後藤孝治(現自治会長)・本多アヤ子(旧職員)・祝孝

之(元ＰＴＡ会長)・本間一秀(旧職員)・計良雅章(創立１３０周年実行委員長)・高橋健一(元ＰＴＡ会長)・若林

俊孝(元ＰＴＡ会長)・計良勇一(現分館連絡協議会会長)・若林信一(現ＰＴＡ副会長)・石井京介(元ＰＴＡ会長)・

八幡銀杏の会・本間東三夫(銀杏の会名誉会長)・平山栄祐(保護者)・本間博子(旧職員)・清水美佳子(旧職員)・

粕谷唯斗(卒業生)・石井浩平(元保護者)・川上純子(旧職員)・近藤洋子(旧職員)・土屋隆子(旧職員)・新発田靖

(元校長)・庄山佳代子(旧職員)・伊藤喜一(元校長)・村田恵子(旧職員)・池田雄彦(元校長)・原昌(元校長)・柳

本博久(元ＰＴＡ副会長)・梶田和明(卒業生) 
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